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First Message

1950 年に発足した JPS は 2020 年 5 月に 70 周
年の記念すべき節目を迎えた。

当初記念式典も予定していた。経費削減のため
の抜本的な見直しが迫られている折り、年末の会
員相互祝賀会での同時開催なら負担を軽減できる
と考えていたが、コロナ禍により流会となってし
まった。一方、3年越しの編纂作業により結実した
記念写真史「日本の現代写真1985-2015」は、今年3
月の写真展開催に併せて出版（クレヴィス刊行）さ
れた。写真展開催も、首都圏への緊急事態宣言の再
発令により一時は危ぶまれたが、幸い感染が減少
傾向になったことで関係者一同安堵しているとこ
ろである。

さて、フィルムからデジタルへと時代は移り、最
近の約十年で劇的に進化したデジタル技術によっ
て、写真を取り巻く環境は激変した。大半のメディ
アでデジタルへの移行が主流となり印刷媒体が衰
退するなかで、写真家を取り巻く環境も様変わり
した。極論すれば、今や “写真は誰にでも撮れ､ ど
こからでも発信（発表）でき、タダで見られる時代”
になってしまった、と言っても過言ではない。さら
に、突如として世界を襲ったコロナ禍がもたらし
た混迷によって、写真家を取り巻く環境は更に厳
しいものになった。

コロナ禍が終息した後どのような社会になって
ゆくのか、そこで写真家に何が出来るのか､ どん
な新しい展開が開けるのか、容易には見えてこな
い。私ごとであるが、毎年何回か出かけていた海外
取材にも全く出られない憂鬱な時間の中で、20代
に撮影したモノクロームのネガを四十数年ぶりに
見直してみた。65 点を選び出し今年 1 月に写真展
を開催したが、古いネガをじっくり点検すること
で、旺盛な好奇心のままに夢中で走っていたあの

時代の自分を再発見できたことは新鮮で､ コロナ
で沈んでいた気分に展望が開ける思いであった。

グローバル化したネットワークに便乗して、瞬
く間に地球規模で拡散してしまったコロナ禍に翻
弄された僅か一年の間に、人と人との距離感もす
っかり変わってしまった。カメラを介した写真家
と社会のありようも大きく変化した。人と人とが
濃密に接してゆく距離感でなければ写真家の仕事
は成り立たない。そもそもマスク姿では人の表情
は写せないのである。あらゆる事象が、おそらくコ
ロナ以前に戻ってゆくことはないであろう。私生
活の周辺でも人と気楽に出会うことがめっきり減
った。たまに会ってもマスク顔ではデリケートな
感情の機微など伝わらない。主に写真展のオープ
ニングなどで日常的に交流していた私たち写真家
同士の関係性も、やや希薄で微妙な距離感ができ
てしまっている事は否めない。　

この先、さらに加速されて社会全般のデジタル
化は進行してゆくだろう。しかし利便性の追求に
よるバーチャルには限界があるはずだし、人と人
との肌のぬくもりが伝わらないようでは社会は崩
壊してゆく。写真が社会でどのように位置づけさ
れ変化してゆくのか見えないが、自身の表現をひ
たすら信じて前に進むしかないであろう。

中世にペストによる壊滅的な崩壊に見舞われた
ヨーロッパでは、それまで絶対的な価値観として
君臨していた教会の権威が失墜し、崩壊した中か
ら人間中心のルネッサンス文化が花開いた。コロ
ナという地球規模で襲った災禍を乗り越えたその
先には、これまでの常識を超える何かが間違いな
く立ち上がってくるはずだ。折しも JPS70 年とい
う節目のその先で、写真家は何を見るのだろうか､
期待したい。

会長　野町 和嘉　

創立 70周年の節目に
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■新宿エリア
カメラ量販店や百貨店が多くある新宿西口は、エプ

ソンイメージングギャラリー「エプサイト」が 2019 年
3 月に移転するまで、オリンパス、ニコン、リコー（ペ
ンタックス）の 4 ギャラリーが顔を揃える、メーカー
系ギャラリーの高密度エリアだった。
「エプサイト」が抜けた後も残った３ギャラリーは

変わらず運営を続けているように見えるが、ニコン、
リコーの両ギャラリーは、いずれも 2020 年に銀座に
あったギャラリーを吸収して、それぞれ「ニコンプラ
ザ東京 THE GALLERY」、「リコーイメージングスク
エア東京」と改名して、東京のサービス拠点としての
機能を高めた。また「オリンパスギャラリー東京」は、
経営母体が 2021 年 1 月にオリンパスイメージング株
式会社から OM デジタルソリューションズ株式会社に
変わっている。いずれも同じ場所で運営されてはいる
ものの、企業にとっての位置付けやギャラリーとして
の機能が、大きく変ったと言えるだろう。

新宿の東口には、2017 年 1 月に惜しまれつつ閉館し
たコニカミノルタプラザがあった。かつて東口には、
コニカとミノルタの２つのギャラリーがあったが、両
社が合併したのを機に、ギャラリー機能も集約され、
誕生したのがコニカミノルタプラザだ。大小 3 つのギ
ャラリースペースを備え、写真展だけでなく、さまざ
まな展示、イベントが催されていた。コニカミノルタ
は、カメラ事業をソニーに売却した 2006 年以降もギ

ャラリー運営を継続。その後 10 年以上、写真文化の
発展に大きく貢献したギャラリーの一つだった。

現在、東口にはメーカー系ギャラリーは存在しない
が、ビックカメラとユニクロとの共同出店による商業
施設「ビックロ」があり、2020 年 7 月にはカメラの
キタムラが運営する「新宿 北村写真機店」がオープ
ンして、多くの写真愛好家を楽しませている。「新宿 
北村写真機店」では、オープン記念展覧会として「蜷
川実花展 - 千紫万紅 -」がイベントスペース 「Space 
Lucida（スペース ルシダ）」で開催された。今後も新
宿の新しい写真の展示スペースの一つとなっていくこ
とだろう。

■新宿御苑エリア
新宿御苑前から四谷にかけてのエリアにも多くのギ

ャラリーが点在していることで知られている。その多
くが独立系のギャラリーで、メーカー系ギャラリー
は、やはり新宿、銀座に集中している傾向がある。企
業が運営するギャラリーとしては、アイデムフォトギ

平成〜令和に大きく変わったギャラリー地図
新宿・銀座のメーカー系ギャラリーの今
　ショールームやサービスセンターに併設されていることの多い、いわゆるメーカー系のギャラリ
ー。多くのメーカー系のギャラリーが集まる新宿・銀座エリアでは、景気の動向や都市開発の影響、
そして感染症予防による外出自粛などを理由に、近年移転や合併をする動きが激しくなっている。メ
ーカー系ギャラリーの動きをまとめてみた。

新宿区立
花園公園 ［新宿御苑エリア］［新宿御苑エリア］

新宿駅

新宿三丁目

 

 

東京モード学園
50階建ての教育施設

新宿郵便局

新宿センタービル

工学院大学

ヨドバシカメラ
マルチメディア館

［新宿エリア］［新宿エリア］

ビックロ
新宿  北村写真機店
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ャリー「シリウス」をはじめ、堀内カラーが運営する
「HCL フォトギャラリー新宿御苑」、カメラのキタム
ラによる「フォトギャラリーキタムラ」、プロラボのク
リエイトによる「富士フォトギャラリー新宿」があっ
た。しかし、現存するのは「シリウス」だけで、いず
れも 2006 〜 2007 年に移転、閉館している。

新宿のギャラリーで、現在運営しているギャラリー
は、いずれもビルの途中階にあるものばかり。路面店
が少ないのが一つの特徴となっている。

■銀座エリア
銀座は画廊が多くあるという理由もあってか、新宿

とは対照的にギャラリーも路面店が多い。また中古カ
メラ店なども多く、　ギャラリー巡りをしていると写真
に関わる人とばったり出会うことも珍しくない。

ギャラリーが集中しているのは、京橋から新橋に向
かう銀座中央通りの周辺と数寄屋橋交差点を中心とし
た辺りだ。これに加えて最近では、丸の内エリアにも
広がりを見せるようになってきている。「富士フイルム
イメージングプラザ東京」が 2018 年 4 月 28 日に、「エ
プソンスクエア丸の内」が 2019 年 5 月 30 日にオープ
ンした。

新宿に比べると、移転の激しい銀座。数寄屋橋交差
点の角にあった「ソニーイメージングギャラリー」は、
ソニービルの解体に伴って 2014
年 7 月に移転。移転先は銀座 4
丁目交差点角の銀座プレイス
で、日産のショールームが入っ
ているビルに、ソニーのショー
ルーム、プロサービスなどが丸
ごと移転した。

現在、ソニービルの跡地はソ
ニーパークという名称の公園に
なっているが、2025 年には新し
いソニービルが完成する予定だ。

銀座通り周辺には、銀座 1 丁
目に「富士フォトギャラリー銀
座」、銀座 3 丁目に「キヤノンギ
ャラリー銀座」がある。残念な
がら、銀座 4 丁目角にあった「リ
コーイメージングスクエア銀
座」が、2020 年 2 月 29 日にコ
ロナ禍の中、ひっそりと新宿に
移転。また写真弘社が運営する
「ギャラリー・アートグラフ」
（2020 年 10 月 31 日移転） 、「ニ
コンプラザ銀座」（2020 年 04 月
27 日移転） も相次いで銀座から
姿を消した。

数寄屋橋周辺では、「フレームマンエキシビション
サロン銀座」が 2020 年 1 月 28 日に惜しまれつつ閉館。
「EIZO ガレリア銀座」も 2020 年 10 月 24 日にショー
ルームを大森の営業所に移し、ギャラリーは閉館とな
った。

銀座でもっとも新しいメーカー系ギャラリーとして
誕生したのが、パナソニックの運営する「LUMIX 
GINZA TOKYO」だ。オープンは 2019 年 4 月 20 日で、
「ライカ銀座店」の斜向かいに位置する。

数寄屋橋界隈では、有楽町そごうの跡地にビックカ
メラ有楽町店が 2001 年オープン。 「富士フォトサロ
ン」(2007 年 7 月 12 日移転） 、「コダックフォトサロン」
（2008 年 2 月 5 日移転） があって、「京セラ・コンタ
ックスサロン銀座」が営業を終える 2009 年 3 月まで
は、メーカー系ギャラリーの超過密地点であった。

フィルム時代に隆盛を誇った富士フイルム、コダッ
ク、京セラ・コンタックスのギャラリーが姿を消し、
ミラーレスカメラで勢いづくソニー、パナソニックが
ギャラリーを立ち上げた。しかし、パナソニックは新
拠点を都内に移転することを発表し、「LUMIX GINZA 
TOKYO」はこの３月 14 日で閉館。銀座の街は、激動
する写真業界を反映するかのような動きを見せる。

（記／出版広報委員：柴田 誠）

［銀座エリア］［銀座エリア］
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◆企画展の開催にむけて
企画の担当委員に話を伺った。（株）ニコンイメー

ジングジャパンより JPS として団体枠で写真展を行
いませんか ? と声をかけていただき、企画委員会で企
画展を行うことにした。前回は 2017 年 11 月、ニコ
ンプラザ新宿 THE GALLERY にて JPS 企画展「20
世紀に活躍した貌」を開催した。
今回は、委員会から会員の方に写真提供してもらう
のではなく、会員の参加型の企画展にして全国の会員
から公募する形で行う事にした。公募するにあたり、
企画展としてのまとまりを考えてテーマを持つ事によ
り写真展がよりわかりやすいものにしたいと考えて

「愛しい」をテーマにした。
現在プロ写真家として仕事をしている会員も最初

ニコンプラザ東京 THE GALLERY 展示風景

公益社団法人日本写真家協会（以下、JPS）主催の企画展として「愛しい」を開催した。好きなもの、興
味のあるもの、魅力を感じたものへカメラを向けることから、多くの写真家はその道を歩み始めた。被写体
への想いを表現し、伝えることが、プロ写真家の原点だ。原点に戻り「愛しい」というテーマで全国の JPS 
会員から募り 19 名の写真家が出展。4 枚の組写真に込めた想いが受け取れる写真展を企画して開催。

ニコンプラザ東京 THE GALLERY　2021 年 2 月 2 日（火）〜 8 日（月）　日曜休館
ニコンプラザ大阪 THE GALLERY　2021 年 3 月 11 日（木）〜 17 日（水）　日曜休館

ニ コ ン プ
ラザ東京 
THE
GALLERY

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•� •
•� •
•� •
•� •
•� •
•� •
•� •
•� •
•� •
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

公益社団法人　日本写真家協会　企画展

「　愛　し　い　」開催
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は、鉄道や風景や人が好きで写真を撮り始めたことが
原点。これに戻って「愛しい」と想うものにカメラを
向けてシャッターを切ることが写真家としての表現を
再認識することになるのではないだろうか。
多くの写真家は依頼を受けて写真を撮っているが、
被写体への想いを表現し、伝えることだけに専念し、
それぞれの方が想う「愛しい」を表現してもらうこと
で写真展としてのまとまりも出てくるのだと思う。「愛
しい」と言うテーマで公募し、三十数名の方から応募
があった。被写体としたものは誕生、死、家族、愛、
伝統文化などさまざまだ。19 名の写真家が作品に込
めた「愛しい」を受け取っていただければと思う。
また、偶然撮れた 1枚の写真ではなくライフワーク
として撮り続けていたり、テーマにあった写真 4枚組
で表現する事を見てもらいたい。
組写真は、同じテーマの写真をただ並べるのではな
く 1枚では表現出来ないものをどう作り上げていくの
か。4枚を使う事により空間を表現出来ている物や時
間を表現出来ているものなど多くの表現が見られるの
も特長の写真展になっていると思う。また、想いがあ
ってもそれをどう伝えていくのかというのも大切であ
り、自己満足に終わらず、見る人に伝えるプロとして
の意地も見てもらいたいところだ。
今は SNSで写真を発表している方も多くいるが、プ

リントした写真を見てもらいたいと思っている。SNS
などでは見ているモニターやデバイスにより明るさが
違っていて見てもらいたい色で伝える事が出来なかっ
たりする。また、想いがあってもそれをどう伝えてい
くのかというのも大切であり、自己満足に終わらず、
見る人に伝えるプロとしての意地も見てもらいたいと
ころだ。JPS としてプリントしたものを見てもらい写
真家の想いを汲み取ってもらうことが大切な事だと思
っている。
今回の写真展はコロナ禍での開催であるので、会場
だけでなく JPS のホームページで VR写真展を公開
し、より多くの人に見ていただく工夫をしている。
（https://www.jps.gr.jp/2020newface/ 企画展「愛しい」
VR写真展 .htm）

◆出展者の想い
今回出展されている、小林みのるさんと後藤剛さん
にお話を伺いました。
小林さんは、今回公募のタイトルを見てダイヤモン
ド・プリンセス号の事が思い浮かんだと。横浜に住ん
でいる事で色々な客船が入港すると撮影に行っていま
した。ダイヤモンド・プリンセス号を見送ったのがあ
とから思えば新型コロナに繋がる出港でした。戻って
きた時には、大黒ふ頭に接岸されて、新型コロナの悪
者的に扱われている事の寂しさが出港する時見送った

事がすごく愛おしい存在になりました。そんな経験も
あり応募しました。出港する時と戻ってきた時に係留
されている写真で時間を表す事が出来たと思います。

「ダイヤモンド・プリンセス号、あの愛おしい時間。」を出展され
ている小林みのるさん

後藤さんは、いままで何度もモンゴルに行き撮影を
していました。今回の写真展の公募で 1枚でないのが
すごく惹かれました。1枚ではなく 4枚で表現出来る
という事とテーマが「愛しい」というのも撮り続けて
いるモンゴルの子どもたちにぴったりな事だと感じま
した。4枚で見せる上で気を付けた事は、組写真にし
ないで見せるという事でした。通常学校などでは、起
承転結をしっかりと伝えることを教わります。しかし
展開が同じような写真が並ぶ事はしたくありませんで
した。それによって空間を大きく見せる事が出来たと
思っています。

「Ta」を出展されている後藤剛さん

お二人のお話し通り、表現方法が違っているのがこ
の写真展の面白さではないだろうか。

◆出展者（敬称略）
飯田照明、内田雅子、大津茂巳、大屋徳亮、木谷基一、木
村佳代子、金城真喜子、熊切大輔、後藤剛、小林みのる、
佐藤秀明、三田崇博、平寿夫、中津川隆康、藤田修平、虫
上智、山口規子、和田直樹、渡邉英昭

（取材・撮影／出版広報委員・川上卓也）
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◎年表のパーツを探す

本協会の創立 70 周年事業「日本の現代写真 1985 – 
2015」展が、春の訪れとともに東京都写真美術館で開催
される。この企画も 1968 年の「日本現代写真展」から数え
ると 4 回目になるが、考えるほどに貴重な取り組みだと
分かる。これほど網羅的に写真の流れをまとめてきた試
みは海外にも類例がないからだ。

例えば〈ジャーナリズム〉として、〈美術〉として、あるい
は〈広告〉としての写真史というのは意外と編まれていた
りする。しかし、それらを横断して写真文化の全体像を描
こうとすれば、作業はかなりめんどうなものになる。写真
家の活動記録、撮影機材の進化と市場の変化、出版と展
示など発表メディアの消長、海外とのさまざまな交流、そ
して社会的な写真のブームなど、記述しておくべきこと
は山のように出てくる。

それに時代を経るごとに、写真を明確に分類すること
も難しくなっているように思われる。ジャーナリズムと美
術における現在の写真表現を見比べてみれば、その質も
評価もかなり重なり合っていることが分かるはずだ。ま
た既によく知られたイメージでさえ、時間の経過によっ
て社会的な理解の仕方が変わり、新しい意味が明らかに
されることも多い。総合的な写真史を編むということは、
単に古い出来事の確認にとどまらず、こうした解釈の変
更を吸収しながら、文化的な位置づけをし直すことに他
ならない。

以上のような難しさは、今回のプロジェクトに参加さ
せていただいて、肌身に感じたことだ。私の担当は年表の
作成だったが、予想以上の労力を費やしてしまった。当初
は一年余りをめどとしていた作業期間が倍ほどに掛か
り、締め切りを大幅に伸ばしてしまった。ようやく昨年末
になってメドが立ってみると、なんと 40 ページを超える
ボリュームになっていた。そのため、関係者には大きな心
配と迷惑をかけてしまったことは重々承知している。た
だ、それでも抜けている事象も多いだろう。

その言い訳も含め、今回は作業のプロセスをかいつま
んで書いておきたい。まず基礎資料として用意したのは

鳥原　学 （写真評論家）
Torihara Manabu

「日本の現代写真1985-2015」編纂に参加して

『アサヒカメラ』と『日本カメラ』の 31 年間分のバックナ
ンバーで、その主要な記事指定し、協会の編纂委員に複
写をとっていただいた。それを参照しながら写真集や写
真展を中心に、さまざまなトピックスとニュースなどの
出来ごとを抜き出した。さらにその裏付けをとるために、
さまざまな資料にあたって確認する。そのため、他の雑誌
や新聞などの逐次刊行物や書籍を求め、各種の公共図書
館を利用した。記述すべき事象を確定するには、その背
景と後に与えた影響を説明できることが必要なのだ。で
なければ、年表というパズルを構成するピースにはなり
得ない。

もちろん作業を進めるなかで計算外なことは多くあっ
た。なかでもコロナ禍で想定通りの手順で進めなかった
のは痛かった。国会図書館などには入場制限がかり、思っ
たように資料のリサーチができない。それをある程度フ
ォローできたのは、やはりインターネットのおかげだっ
た。

図書館にしても外部からオンラインで資料検索だけは
可能だったから、それだけで正式な書誌情報は分かる。ま
た国立美術館がまとめている展覧会についてのデータベ
ースも、かな
り 使 え た。
図書館で確
認できなか
った本も古
書店のサイ
トには細か
な情報が掲
載されてい
たし、研究
者たちの論
文などでも
近年の解釈
を確認でき
た。2000 年
代を過ぎる
と情報発信

連載 写真の散歩道２回目

写真史「日本の現代写真 1985 – 2015」表紙
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Zooming

はネット中心へと移行するから、写真や美術関係のサイ
トや当事者のホームページで直接チェックできる。

とはいえ、やはり写真雑誌というベースが手元にある
ことの安心感は大きかった。写真の動向を踏まえたプロ
の編集者の目でトピックスが選ばれているから、情報の
確度が高い。私自身もこれまで執筆してきたメディアな
ので、その限界もそれなりに分かっている。

ずいぶん前のことだが、写真雑誌を “ 中華丼 ” に例え
た編集長がおられた。バラエティ豊かな具材を、バランス
よく盛り付けることが大切との意味だ。メインの一品で
勝負する“かつ丼”では、嗜好の異なる写真ファンを引き
付けることはできないのである。この網羅性が高い性格
に対してさまざまな意見もあるが、過去を顧みる資料と
してはかなりの強みがある。日本の写真史が継続的に編
まれてきたのも、写真雑誌というメディアに活力があっ
たからに違いない。良くも悪くも、写真雑誌史観だったと
言えるかもしれないが。

それだけに将来に対する懸念も芽生えた。出版不況と
カメラ市場の縮小のなかでこれ以上専門誌が消えていく
とするならば、今後、網羅的に写真史をまとめようとする
とき何を基準に据えることができるのだろうか。検索は
しやすくなったものの、俯瞰的なジャーナリズムも必要
ではないのだろうか。そんなことを感じながら、少しずつ
作業を重ねた。

◎次世代へのバトンとして

インターネットの発達で助けられたことが、もうひと
つある。コロナ禍でも、情報共有や打ち合わせについては
支障がなかったことだ。年表制作は侯鵬暉さんと高橋義
孝さんの 2 人にも手伝ってもらったのだが、ZOOM など
のオンライン用の会議ツールを使うことでより効率的に
行えた。とくに侯さんは、昨年２月に台北の実家に一時帰
国した後、すぐに緊急事態が宣言されたため、日本に戻
れなくなっていたから、特に恩恵があった。

日本大学で学び「日本における写真展覧会の史的研究
―戦後から写真美術館の成立まで」という博士論文を書
いた彼は、所有する大量の資料をアパートにおいている。
台北では彼の仲間たちが写真の図書館を作り、日本の資
料もある程度は集めているので、ある程度のフォローは
できたようではある。それでも、かなり不自由だったこと
は想像に難くない。

侯さんを年表制作に誘ったのは彼の知見を必要とした
からだが、他にも理由があった。いまや専門学校や大学な
どで写真を学ぶ学生の何割かは、東アジアからの留学生
たちが占めている。いずれも学歴を尊ぶ地域なので、侯さ
んのように大学院に進む人も多い。最近では日本をベー
スとして活動し、実績を挙げている写真家も目立ってきて
いる。次の時代の日本の写真史に名前を刻むのは、きっと
日本人だけではない。その一人になるはずの侯さんには、

「日本の現代写真」ができ
ていく過程を知ってほし
かったのである。

一方で、日本でも東ア
ジア各地域の写真史へ
の関心は確実に高まって
いて、紹介される機会も
増えてきた。思いつくまま
に挙げても崔仁辰の『韓
国写真史』（青弓社、2015
年）の翻訳出版があり、展
示では「回望 島の記憶 
1970 〜 90 年代の台湾写
真」展（清里フォトアート
ミュージアム、2018 年）、

「中国現代写真の現場
――三影堂撮影芸術中
心」展（森美術館、2019
年）などを挙げられる。こ
れらを見ると、時代ごと
の表現傾向は日本のそれ
と共通性があるが、その
背景にある文化や社会
体制の違いが大きいこと
が理解できる。

朝鮮半島や台湾、ある
いは中国東北部はかつて
日本に支配されていた。
しかも、その時代は世界
史的に見てもの写真の普
及期にあたっていた。日
本が現地の写真文化に
与えた影響は今に至るま
できわめて大きい。つま
り、これら地域の写真史
は日本のそれを、別の角
度から直接的に照らし出
す鏡とも言える。近い将
来、それを踏まえて東ア
ジア全体の写真史が編まれていくはずだ。

侯さんのことに話を戻すと、彼は渋谷にある写真専門
学校で教鞭をとっている。この 1 年は台北からリモート
で授業を行う、ときには現地の展覧会場から中継したこ
ともあった。学生たちの評判も良かったらしい。私たちよ
り若い世代は、こうして各地の写真が地続きであること
を自然に受け止めている。

そんな次の世代が編むだろう次の写真史のためにも、
本協会の「日本の現代写真 1985 – 2015」が良き足場とな
ることを願うばかりである。

『韓国写真史』青弓社、2015 年

「中国現代写真の現場――三影
堂撮影芸術中心」展　図録表紙

「回望 島の記憶 1970 〜 90 年
代の台湾写真」展　図録表紙
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１．制度創設までの経緯
我が国では、教育でのICT（Information and Communication 

Technology）活用が国際的に遅れているとされており、政
府は GIGA School 構想を掲げ、その推進を図ろうとしてい
ます。その過程で、著作物利用が不可欠な教育の現場で、
ICT 活用教育で著作物を公衆送信する際の権利処理負荷
が高すぎる（複製する場合は権利制限済）ことが問題視さ
れ、文化審議会著作権分科会での検討課題とされました。

結果として、ICT 活用教育の円滑な推進のために公衆
送信利用について新たに権利制限対象とするものの、教
育機関内で行われる複製に比べ、インターネットを介し
た利用では権利者が受ける経済的損失がより広範で大
きいと考えられることに配慮し、教育機関設置者に補償
金の支払義務を課す、という法改正が 2018 年５月（施行
は３年以内）に行われました。

この法改正を背景に、2019 年１月、この授業目的公衆
送信補償金の管理を行う団体として、写真、美術、文藝、
音楽など様々な分野の著作権者、著作隣接権者が一堂に
会し、一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会

（SARTRAS）が設立され、管理開始に向けた準備が進め
られることとなりました。

そこへ昨年の初頭から新型コロナウイルス感染症の
感染拡大という事態となり、教育機関も著作物の公衆送
信が不可欠なオンライン授業を行わざるを得ない状況
となりました。これを受け、SARTRAS が特例的、緊急的
措置として 2020 年度に限り補償金の額を０円とするこ
とで文化庁長官への認可申請を行ったのにあわせ、改正
著作権法が４月 28 日に施行され、授業目的公衆送信補償
金制度は想定外の形でスタートすることとなりました。

その後 SARTRAS は、有償化に向けた教育関係団体
等と調整を続け、2020 年 12 月に 2021 年度から適用さ
れる補償金の額の認可を受けました。４月１日からは補
償金の収受を開始します。

２．授業目的公衆送信補償金管理の概要
（１）授業目的公衆送信補償金規程

認可を受けた補償金の額の骨子は下表のとおりです。

学校種 年額（在学者１人当たり）
小学校 120円
中学校 180 円
高等学校 420円
大学 720 円

この額は、年間を通して授業目的公衆送信を受ける在
学者１人当たりに適用する額を示しています。他の学校
種には、例えば中等教育学校（中高一貫校）であれば、１
～３年生は 180 円、４～６年生は 420 円といったように、
学年や教育内容に合わせこの額を当てはめています。ま
た、特別支援学校・学級、通信制教育等は半額となりま
す。この他、公開講座や社会教育施設の授業のように単
発で行われる授業を１授業（30 人単位。時間は問いませ
ん）あたり 300 円としたほか、年間を通じて授業目的公
衆送信を行わず、単発的に利用する場合の取扱いとし
て、著作権、著作隣接権毎に 10 円ずつ加算して額を定
め、公衆送信を受ける履修者の数を乗じて算出する規程
も設けています。

これら補償金の支払い手続きを自動化した教育機関
設置者向けオンライン受付システム「TSUCAO（つか
お）」を、この４月、SARTRAS のウェブサイトに開設し
ます。
（２）補償金の分配

収受した補償金は、後述する共通目的事業に充てる基
金と、SARTRAS の管理手数料とを控除した後、補償金
の分配業務の委託を SARTRAS から受ける、分配業務
受託団体（以下、「受託団体」）に送金し、受託団体を通じ
て権利者に分配されます。受託団体は、それぞれの分野
毎（例えば、写真、美術、音楽、文藝など）に代表する団体
にお願いしたいと考えております。

教育機関設置者から受ける補償金は、特に公立の場
合、出所が税金であるため、分配については高度な透明
性、適正性が求められています。そこで、受託団体となる
条件も、例えば分配規程や管理手数料の率とその根拠を
はじめ、様々な情報の公開義務が課されるなど、厳しく
しています。また、この制度は団体メンバーだけを対象
としたものではありませんので、いわゆる団体非所属の
著作者への分配も受託団体には担っていただくことと

　著作権法は「公表された著作物は授業などで使用するために複製することができる（著作権法 35条）」としてい
ます。2018 年の法律改正で、コンピュータなどでの使用（公衆送信）にも拡大され、使用者が補償金を支払う義
務が法律に明記されました。著作物への権利制限に対して補償金制度が定められたのは画期的なことです。制度の
運用が 2021 年度から始まるので、(一社 ) 授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）の野方英樹理事・事
務局長に解説していただきます。� （著作権委員会）

著作権研究（連載50）

授業目的公衆送信補償金制度と写真

野方英樹　（SARTRAS理事・事務局長）
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なります。
受託団体につきましては、SARTRAS からのご案内

後、お申し出をいただき、SARTRAS の理事会にて決定
することとなります。

分配の際の重要な資料となる利用報告は、教育機関設
置者から提出いただきます。本来は、全ての利用について
ご報告をいただきたいところですが、教員が多忙を極め
ていることは周知のことであり、著作権分科会報告書でも
教育機関への過度な負荷とならないよう強く求められて
いることへの配慮から、当面は手続済設置者の中より学
校種や教育内容を考慮しつつ、抽出した設置者に提出を
求める、いわゆるサンプル方式によることとなります。
（３）共通目的事業

この制度では、共通目的事業（法令上は「著作権及び著
作隣接権の保護に関する事業並びに著作物の創作の振
興及び普及に資する事業」）の実施が義務づけられてい
ます。補償金総額に対する一定率が法令によって定めら
れ（2021 年度は執筆時点で未定、2020 年度は２割）、その
額を事業のために支出することとなります。

こうした事業の実施が求められる理由は、利用報告を
サンプル方式とすると、当然利用されても報告されない
著作物がでてくることとなり、そうした分配されない権
利者への配慮が必要と考えられるためです。このため、
法令上も、すべての権利者の利益となる事業等とするよ
う定められています。具体的な事業内容は、今後
SARTRAS 内に学識経験者も加えた委員会を設置し、
検討、決定していくこととなります。
（４）ライセンス

補償金制度ができたからといって、教育機関で何でも
自由に著作物が利用できるようになったわけではあり
ません。たとえ授業でも「著作権者の利益を不当に害す
る利用」は従前から変わらず利用許諾を得ていただく必
要がありますし、職員会議など授業以外での利用も同様
です。しかしながら、こうした利用も、教育側にとって権
利処理の負荷が高いため、著作物利用が進んでないとい
う状況がありました。

制度の検討の過程で、これら補償金制度対象外の利用
についても、権利処理負荷の軽減を前提に適法化を進め
たい、という教育側のニーズがあることがわかりまし
た。このため、SARTRAS は、補償金管理とそれを補完す
るライセンスを用意し、可能な範囲で一本化した許諾窓
口を教育側に提供する取り組みも進めています。ぜひみ
なさまにも、こうした取り組みへのご理解をいただき、
権利の管理の委託をいただきたいと考えております。

３．今後の課題と展望
今後の課題と展望として、以下の２点に触れて締めた

いと思います。
（１）分配について

前述のとおり、補償金の分配は教育機関設置者から提
出される利用報告に基づいて行われます。この利用報告

で、いかに著作物が特定できるかが、正確な分配の決め
手です。

ここに、写真特有の課題が潜んでいるように思いま
す。それは、出版物やウェブサイトに掲載された写真に
は、教員が利用報告に必要な情報を得るための著作者名
などの情報が明示されていないケースが多いことです。
今後の権利者側の努力として、出版物やウェブサイトへ
の掲載の際、利用報告に必要な情報の明示の慣習化がな
されるような取り組みを推し進める必要があると考え
ます。

さらに、昨今は、教員が教材に利用可能な素材として、
ネット検索で見つけた著作物を多く利用する傾向があ
ります。どのような著作物を教材に利用するかによっ
て、教育の質は左右されるといっても過言ではありませ
ん。このためにも、良質の著作物に簡便にアクセスでき
る仕組みが必要です。幸い写真分野には、JPS も構成団
体である JPCA（一般社団法人 日本写真著作権協会）が
進める「教育利用写真アーカイブ」という取り組みがあ
ります。教育現場が安心して質の高い著作物を教育に使
うことができ、しかも、出所が明らかであることから、補
償金の分配にもつなげられる、という一石二鳥の取組み
として、今後の進展が大いに期待されます。
（２）普及啓発について

教育に携わる人は著作権に関する認識が薄いとか、と
かく権利者側からは教育側を批判する声が聞こえてき
ます。もちろんそのようなことのないよう、SARTRAS
としても教育関係者と協力して普及啓発を進めていき
ます。しかし、その一方で、権利者（団体だけでなく個々
の著作者）のみなさまにも、この制度のことを十分に理
解していただければと思います。紙面の都合でご紹介で
きませんでしたが、本制度のいわば公式ガイドラインと
もいえる「改正著作権法第 35 条運用指針（令和３（2021）
年度版）」にはぜひ目を通してみてください。この制度に
関する相互の理解を進めることによって、よりよい教育
と権利保護の両立が実現できれば、と願ってやみません。

改正著作権法第 35条運用指針（令和３（2021）年度版）
掲載 URL　https://sartras.or.jp/wp-content/uploads/
unyoshishin_20201221.pdf

野方英樹（のがた　ひでき）
一般社団法人授業目的公衆送信補償金
等管理協会 SARTRAS 理事・事務局
長。早稲田大学政治経済学部卒業後、一
般社団法人日本音楽著作権協会入社。
以後 33 年余に亘りあらゆる支分権分
野の音楽著作権管理に従事。2018 年 11
月、公益社団法人日本複製権センター
に入社、事務局長代理を務め、2019 年 1
月、SARTRAS 設立時より現職。著作権
法学会、国際著作権法学会会員。
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■市川市八幡神社・農具市　山崎美喜男

写真家協会の元会員の山崎美喜男さんから、自宅の
物置にあった古い茶箱から「昭和三十六ぼろ市」と書か
れたネガフィルムの束が見つかった。開けたところ酸っ
ぱい匂いがしていたと連絡があった。山崎さんはビネ
ガーシンドロームではと思い、写っている画像を確かめ
たところ葛飾八幡宮の農具市であることが分かった。
当時の風俗や様々な衣装を着た人や服装など、歴史的・
民俗学的資料として貴重だと判断して、山崎さんは元
市川高等学校で教鞭をとっていた兄の山崎秀男に見せ
たところ、「これは郷土資料として役立つよ」と、残すことを
勧められた。こうした経緯を経て、写真集『昭和三十六年
市川市八幡神社　農具市』が出版された。（2020 年 10月）

写真集は B5 判 70 頁で、写真（美喜男）34 点と解説：
山崎秀雄。農具市の歴史的考察が詳しく執筆されてい
る。農具市の起源から縁日の露店の場割、地代、露店の
配置図まで記され、歴史資料としても貴重なものとな
っている。

撮影フィルムはわずか 35 ミリフィルム３本 72 コマ
であるが、移り変わる町々の家並みや伝統的な祭礼行
事の記録として保存する価値があると判断し保存セン
ターで収集することにした。

撮影者の山崎氏は 1940（昭和 15）年、千葉市八幡町で

生まれ、多摩芸術学園写真科を卒業。写真家杉村恒氏の
アシスタントを務め、日本民芸やコマーシャルフォト
の分野での活動が長
い。日本写真家協会
会友。

写真解説：①拝殿
前の賑わい、②地球
ゴマ原理のおもちゃ
屋、③子供で賑わう
金魚すくい屋、④さ
まざまな槌や土を固
める工具類が並ぶ木
工製品屋、⑤昔懐か
しいカルメ焼き屋な
ど、見ていて楽しい
写真が多い。

「日本写真保存センター」調査活動報告（34）
―戦後日本の日常を撮った２人の記録―� 松本 徳彦（副会長）

②ぼろ市　地球ゴマ原理おもちゃ屋 ③ぼろ市　金魚すくい屋

④ぼろ市　木工製品屋

⑤ぼろ市　カルメ焼き屋

戦後まもなく、米軍写真班だけでなくその家族も多数来日し、焼け野原だけでなく復興に汗水を流す日本人の逞
しさが、彼らの目にどのように写ったかが数多く記録されている。日本人の勤勉さや親しみ、愛らしさが写真に写っ
ており、親近感をもったようだ。また、農具市のような農家の年中行事では、子どもたちが主人公で、屈託のない笑顔
とまなざしほど、いつ見ても記憶に残る一瞬である。写真は時代の鏡ともいわれる所以である。誰の目にも時代の記
録ほど新鮮で興味深いものはない。

①ぼろ市　拝殿前の賑わい
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みもない状態だった。戦後の日本人の暮らしの一端を
知ることが出来た。
　敗戦した日本には、アメリカをはじめオーストラリ
アなど沢山の軍人が駐留軍として、1951 年のサンフラ
ンシスコ講和条約締結まで駐留していた。
　写真を撮ったオハラさんは 1918 年にサンフランシ
スコで生まれた。母は当地のインテリア・デコレータ
ー、父はシスコのフェリービルの建築技師。オハラさん
の夫はアメリカンプレジデント・ラインの神戸支店長
として来日し、休日には夫妻で各地を旅し、写真を撮っ
たという。
　モーガンさんは母の撮った写真を整理し、母の故郷
夙川自治会とボストン美術館などに日本人の暮らしぶ
りを撮ったプリントを贈ったという。
　今回の寄贈を受け収蔵したネガは、６×６モノクロ
216 本とネガカラ―5本とアルバム 4冊（755 枚）でし
た。

　写真は、1948 年から 54 年までのもの約 2000 コマか
ら選んだ。

■戦後日本の暮らしを撮る　	
	 　　エリザベス・ウォルシュ・オハラ
　終戦から 3年後の 1948 年に来日した米国籍の日系
アメリカ人のエリザベス・ウォルシュ・オハラさんが
撮影した、故郷の西宮市夙川地区を写した写真フィル
ムがお嬢さんのモーガン・オハラさんから、夙川自治
会の夙寿会カメラクラブに届いた。開けたところ 6×
６判のハッセルブラッドで撮られたフィルムが 140 本
も出てきた。自治会では西宮市に相談し、戦後間もなく
の暮らしぶりや今はなくなった珍しい光景が数多く出
てきた。そこには空襲から難を逃れた古い町々や近隣
の農村や漁港で働く人たちから、農村風景や近郊の学
校で写した子どもたちや運動する姿に近隣の人々など
が、足を伸ばして京都の祇園祭や奈良の二月堂、宝塚歌
劇場や文楽座などで写した写真、オハラさんがはじめ
て目にした日本の光景を、数多く写していた。そのフィ
ルムを入手し、保存することにした。
　フィルムフォルダーは多少黄ばみ、酸っぱい匂いも
しているが、風通しの良い場所で酸味を取り除き、保存
することにした。フィルムの現像処理もよく画像の痛

奈良　二月堂

近隣の農家、家族総出で稲刈り

西宮の漁師たち

着物の着付け

京都　祇園祭り

淡路島で、人形浄瑠璃遣い
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▲賛助会員トピックス

ニコン

卓越した光学性能で極めて高い解像力
と、滑らかで美しいボケを実現した
NIKKOR Z 50mm f/1.2 S を 2020 年
12 月 11 日発売

開放 F 値 1.2 の浅い被写界深度を活
かした滑らかで美しいボケと極めて高
い解像力を両立した大口径標準単焦点
AF レンズです。絞り機構を中心に、
前後対称型にレンズ群を配置する理想
的なレンズ構成を大口径「Z マウント」
により実現。光を無理に屈折する必要
がないため、極めて高い光学性能を発
揮します。

ピント面から遠ざかるにつれてなだ
らかに変化する美しいボケの連続性と、
後ボケの圧倒的な柔らかさで、ポート
レートをはじめ、立体感のある表現を
静止画、動画を問わず楽しめます。

希望小売価格：309,320 円（税込）

【お問い合わせ先】
株式会社ニコンイメージングジャパン

【製品に関する問い合わせ先】
ニコンカスタマーサポートセンター ナ
ビダイヤル
TEL: 0570-02-8000
https://www.nikon-image.com

ソニー

進化するプロの創造性に最先端技術で
応える　フルサイズミラーレス一眼カ
メラ『α1』発売

　ソニーは、有効約 5010 万画素の高解
像で AF/AE 追従最高 30 枚 / 秒※の
ブラックアウトフリー連続撮影を実現
し、α™（Alpha™）として初めて8K30p
動画撮影※に対応するフルサイズミラ
ーレス一眼カメラ 『α1』を発売します。
本機は、解像力とスピード性能の高い次

元での両立と、撮影から納品までの高効
率ワークフローを実現したプロフェッ
ショナル向けの 1 台です。
　『α１』は解像性能とスピード性能を
高い次元で両立、広視野・解像度、
240fps のリフレッシュレート対応の電
子ビューファインダー※、動物への瞳
AF 対応※では従来の犬や猫などに新
たに鳥が加わる等、高速・高精度・高追
従 AF がさらに進化しました。次世代
を見据えた高精細 8K30p 動画撮影※
や、プロの現場で必要とされる即納を実
現する従来機を大きく上回る通信機能、
5G 対応端末との連携、多様な現場での
使用を想定しさらに強化した信頼性・
操作性などプロフェッショナルユーザ
ーのご期待にお応えする進化を遂げて
います。

【発売日】　3 月 19 日
【価格】オープン価格（市場推定価格
800,000 円前後）
https://www.sony.jp/ichigan/
products/ILCE-1/feature_1.html

【お問い合わせ先】ソニーマーケティン
グ（株）買い物相談窓口：メール・チャ
ット・LINE　※ 24 時間対応
https://www.sony.jp/support/
inquiry.html
電 話： 受 付 時 間　 月 〜 金：9:00 〜
18:00　TEL　050-3754-9555

タムロン

APS-C サイズミラーレス対応、世界初
＊117-70mm F2.8 標準ズームレンズ

　17-70mm F/2.8 Di III-A＊2 VC 
RXD（Model B070）は、APS-C サイ
ズミラーレス一眼カメラ対応のソニ
ー E マウント用大口径標準ズームレ
ンズです。目指したのは、ワイドレン
ジと高画質の両立。APS-C 対応の標
準ズームレンズとして世界で初めて
ズーム比 4.1 倍の焦点距離 17-70mm 

（35mm 判換算 25.5-105mm 相当）、
大口径 F2.8 を実現しました。タムロ
ン 独 自 の 手 ブ レ 補 正 機 構「VC 

（Vibration Compensation）」を搭載
し、AI（人工知能）テクノロジーを活
用することで、従来の VC 機構に比
べて動画撮影により配慮した補正効
果が得られます。サイズは APS-C サ
イズミラーレスとの相性を考慮し、

軽量・コンパクトを実現。最短撮影
距離は広角端 0.19m、望遠端 0.39m
を達成したほか、AF 駆動には高速・
精密なステッピングモーターユニッ
ト「RXD（Rap i d  eX t r a - s i l e n t 
stepping Drive）」を搭載。簡易防滴
構造や防汚コートも採用するなど、
多彩な機能を備えています。

＊１APS-C サイズミラーレス用大口
径 F2.8 標準ズームレンズにおいて。

（2020 年 11 月現在。タムロン調べ）
＊２Di III-A は APS-C サイズミラー
レス一眼カメラ専用レンズの新名称。

【お問い合わせ先】
株式会社タムロン
タムロンレンズ　お客様相談窓口　
ナビダイヤル
TEL　0570-03-7070
受付時間　平日 9:00 〜 17:00（土日・
祝日・弊社指定休業日は除く）
ナビダイヤルをご利用できない場合
は 048-684-9889 におかけください。
※一般電話から市内電話料金にてご
利用いただけます。

富士フイルムイメージング
システムズ

「FUJIFILM GFX100S」＆「フジノン
レンズ GF80mmF1.7 R WR」

　「GFX100S」は、1 億 2 百万画素セ
ンサーや独自の色再現技術などによ
り、異次元の高画質を実現するミラ
ー レ ス デ ジ タ ル カ メ ラ で す。

「GFX100」から約 500 ｇ軽量化し、
質量約 900g の軽量・コンパクトボ
ディに、5 軸・最大 6.0 段 *1 の手ブ
レ補正機構を備え、像面位相差画素
をセンサー全面に配置したことで、
高速・高精度な AF が可能。素早く
正確に被写体を捉えるため、高い機
動力を発揮します。さらに、防塵・防
滴・− 10℃の耐低温構造や快適な操
作性も備えており、幅広いシーンに
対応します。このほか、色調豊かで滑
らかな 4K/30P の動画を撮影できる
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　など、高品位な映像制作も可能です。
　GF レンズ 13 本目となる「GF80mm
F1.7 R WR」は、80mm（35mm 判換
算：63mm 相当）の焦点距離を持つ
大口径標準単焦点レンズです。ラー
ジフォーマットセンサー搭載のデジ
タルカメラに対応するレンズとして
極めて明るい開放 F 値 1.7 を実現し、
なめらかで美しいボケ味を生かした
撮影が可能。さらに、オートフォーカ
ス（AF）機能も備えており、素早く正
確に被写体を捉えることができま
す。また、開放 F 値 1.7 の明るいレン
ズ な が ら、長 さ 99.2mm・ 質 量 約
795g に抑え、優れた携帯性を実現。
防塵・防滴・− 10℃の耐低温構造も
兼ね備えています。
＊１「GF63mmF2.8 R WR」装着時

【お問い合わせ先】
富士フイルムイメージングシステム
ズ株式会社
担当：木内格志（JPS 担当）
TEL：090-3202-8929
メール：tadashi.kiuchi@fujifilm.com
https://fujifilm-x.com

OMデジタル
ソリューションズ

圧倒的な小型・軽量システムで高画質、
「OLYMPUS OM-D E-M1 Mark III」
好評発売中

　オリンパス株式会社の映像事業部
門は 2021 年 1 月 1 日「OM デジタル
ソリューションズ株式会社」として
新しいスタートを切りました。
今後も皆様のご愛顧をいただけます
よう、よろしくお願い申し上げます。

　OM デジタルソリューションズ株
式会社は、プロフェッショナルモデ
ルとして圧倒的な小型、軽量化を実
現しながら、防塵・防滴、耐低温設計
など過酷な環境下でも安心して使え
る高い信頼性を備えた「OLYMPUS 
OM-D E-M1 Mark III」を発売中で
す。本機は対応レンズと組み合わせ
最高 7.5 段の手ぶれ補正を実現した

「5 軸シンクロ手ぶれ補正」、「5000 万
画素手持ちハイレゾショット」や「ラ

イブ ND」、天体撮影でも高精度のオ
ートフォーカスが可能になる新開発

「星空 AF」など、プロの作品創りに応
える多彩な機能を備えた高画質のミ
ラーレス一眼カメラです。

【お問い合わせ先】　
OM デジタルソリューションズ株式
会社　オリンパスプロサロン　担当：
鳥居　TEL03-5909-0212（10：00 〜
17：30　土・日・祝日定休）
https://www.olympus-imaging.jp/

ケンコー・トキナー

トキナー初、富士フイルム X マウン
ト レ ン ズ「atx-m 23mm F1.4 X」

「atx-m 33mm F1.4 X」2020 年 12
月発売！

　トキナーは、ミラーレス用のコストパ
フォーマンスが高いレンズ群「atx-m」レ
ンズシリーズに、トキナー初の富士フイ
ルム X マウントレンズである「atx-m 
23mm F1.4 X」「atx-m 33mm F1.4 X」を
2020 年 12 月 11 日に発売いたしました。
F1.4 の大口径ながら、APS-C フォーマッ
ト専用レンズとして設計し、300g を切る
軽さと、直径 65mm ×全長 72mm、フィ
ルターサイズ 52mm という、コンパクト
で軽量なレンズとして登場しました！小
型軽量ながらも、金属鏡筒の採用で、高い
質感と持つ喜びを感じるクオリティー感
を実現しました。AF モーターには、あら
たに ST-M（ステッピングモーター）を採
用、静かで速い AF を実現し、動画撮影に
も最適です。さらに、絞りリングはクリッ
クのないものとすることで、動画撮影時
の絞り変化を、クリック音がしないなめ
らかな動作で、いっきに明るさを変化さ
せることも可能です。23mm は 35mm 判
換算 35mm 相当、33mm は 35mm 判換
算 50mm 相当ということで、単焦点レン
ズとして非常に人気の高い焦点距離のラ
インナップとしました。富士 X マウント
のカメラをお使いの方に、ぜひオススメ
いたします。

希望小売価格（税別）
atx-m 23mm F1.4 X　62,000 円
atx-m 33mm F1.4 X　55,000 円

【お問い合わせ先】
株式会社ケンコー・トキナー

広報・宣伝課　田原栄一
TEL：03-6840-2970
メール：etahara@kenko-tokina.co.jp
https://www.kenko-tokina.co.jp/

グローバルソリューション
サービス

イストテクニカルサービス株式会社
（略称 IST）は、2020 年 10 月 1 日付を
もって、親会社であるグローバルソリ
ューションサービス株式会社（略称
GSS) を存続会社とする吸収合併を致
しました。

　グローバルソリューションサービ
スは、国内・海外の IT 機器メーカー
の認定により、パソコンやタブレッ
ト、スマートフォンなど様々な機器
を修理するマルチベンダー修理を提
供しております。又、Apple 正規サー
ビスプロバイダ、Microsoft パートナ
ーとして、お客様へ安心なサポート
をご提供しております。イストテク
ニカルサービスは「カメラと IT 機器
のシナジー」を目指し、グローバルソ
リューションサービスの一部門とし
て引き続きカメラ修理・カメラメン
テナンスなどの技術サービスを提供
して参りますので、今後ともよろし
くお願いいたします。

グローバルソリューションサービス
株式会社
https://www.gssltd.co.jp/

グローバルソリューションサービス株
式会社イストテクニカルサービス部
https://www.isuto.co.jp

（構成 / 出版広報委員： 川上卓也）

「賛助会員トピックス」への
寄稿ご案内

賛助会員の皆様には、会報に「賛助会
員のページ」を設け、トピックスやお知
らせなどの記事を掲載しています。貴社
のトピックスやお知らせなどがございま
したら、紙面の都合上あまり多くの文字
数はとれませんが、貴社のニュース並び
にお知らせなどをご寄稿下さいますよう
ご案内申し上げます。
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創立 70 周年を迎えた日本写真家協会（JPS）は、こ
れまで 1968 年に催したわが国の写真表現の歴史を綴っ
た「日本写真史 1840-1945」や「日本現代写真史 1945-
1970」、「日本現代写真史 1945-1995」に続く 4 回目「日
本の現代写真 1985-2015」の編纂と写真展を催すことに
した。

2019 年春、創立 70 周年の記念事業をどんな内容のも
のにするかを検討し、協会が推進してきた「わが国の写
真表現の歴史を編み、後世に残すこと」を企画目的とす
ることにした。まず協会内で進め方を協議し、会員を交
えた協会外の有識者（歴史家、評論家、研究者、美術
館関係者等）による編纂委員会を立ち上げ、記録として
残せる出版物とするには、どのような視点で編纂するか
を討議した。1985 年から 2015 年はフィルムからデジタ
ルへと表現手段が変化したことにより、写真、そして映

像全般を取り巻く環境が劇的に変化した時代で、編纂対
象とする 30 年を 10 年ごと分類。候補作品の検討は新型
コロナウイルス感染が拡大する前から始め、ほぼ集め終
えた段階で一時中断した。収集範囲は、フィルムで撮影
し、主として印刷媒体や写真展等で発表されてきた 1985
～ 1994 年、新しいデジタル技術を取り入れたカメラと印
刷技術によるプリントワークの 1995 ～ 2004 年、撮影・
プリント技術のほとんどがデジタル化され公表される時
代へと進んだ 2005 ～ 2015 年の 3 期に分け、この 30 年
間に発表された印刷物や写真展等から候補作品を抽出
し、何がどう変わったのか、変動した写真表現の可能性、
特異性を検討しながらまとめた。写真展は 152 名（協会
員 58 名、協会員外 76 名、物故者 18 名）の作品を展示し、
同名の写真集をクレヴィスから発行した。

公益社団法人日本写真家協会副会長　松本徳彦

日本写真家協会創立70周年記念事業

「日本の現代写真 1985-2015」

創立 70 周年記念「日本の現代写真 1985-2015」展　
会場：東京都写真美術館地下 1 階　
会期：2021 年 3 月 20 日 ( 土・祝 ) ～ 4 月 25 日（日）　主催：公益
社団法人日本写真家協会　共催：東京都写真美術館　後援：文化庁

写真集「日本の現代写真 1985 –2015」　　
編著：公益社団法人 日本写真家協会　発行所：株式会社クレヴィス
仕様：B5 判 280 頁（序文、図版、本文、解説、略歴、年譜）　
価格：3300 円（本体 3000 円）　装幀：島田隆　発行：2021 年 3 月 20 日
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荒木経惟　Araki Nobuyoshi
「冬の旅」　
東京、1990

瀬戸正人　Seto Masato
「Living Room, Tokyo」より　
東京、1987 ～ 1994

齋藤康一　Saito Koichi
丹下健三（建築家）　
東京、1986

上田義彦　Ueda Yoshihiko
AMAGATSU、1990　
東京、1990

鋤田正義　Sukita Masayoshi
David Bowie “ 気 ”　
アメリカ・ニューヨーク、1989

操上和美　Kurigami Kazumi　
Carol Ohmura　
東京、1988

新正 卓　Aramasa Taku　「遥かなる祖国・
南米移民一世の肖像」より　ブラジル・パラナ
州コロニアルエスペランサ、1985

石内 都　Ishiuchi Miyako
「1・9・4・7」 #8
1988–1989

森山大道　Moriyama Daido　
下高井戸のタイツ　
東京、1987

「日本の現代写真1985-2015」出展作品から（順不同）

社会史・写真界史 年表
1985 年　
　田中角栄元首相、脳梗塞で入院。
　日航ジャンボ機、御巣鷹山に墜落 520 人死亡。
　レーガン、ゴルバチョフ米ソ首脳会談。
1986 年
　米スペースシャトルチャレンジャー爆発。
　チェルノブイリ原子力発電所で事故。
　伊豆大島の三原山噴火。　　　
　キヤノンが電子スチルカメラ「RC701」を発売。
　富士写真フイルム、小西六、カシオ、松下電器、シャー
　プなどの電機メーカーからも発売される。 
1987 年
　国鉄分割民営化、JR グループ発足。
　米 NY 株式市場で株価大暴落（ブラックマンデー）。
1988 年
　「マル優」制度廃止。
　リクルート疑惑事件。
　イラン・イラク戦争停戦。
1989 年
　昭和天皇崩御（1/7）、皇太子 昭仁が即位、平成と改元（1/8）。
　消費税スタート、税率３％。

　天安門事件。
　東欧諸国社会主義政権崩壊、ベルリンの壁、撤去始まる。
　連合発足、総評解散。
　コンパクトカメラ「ビックミニ」をコニカが発売。
1990 年
　ゴッホ「ガシェ博士の肖像」を日本企業会長が 125 億円
　で落札。
　バブル経済崩壊。
　東西両ドイツ、国家統一。
　アドビが「Photoshop1.0」を発売。
　東京都写真美術館が第 1 次開館。
1991 年
　湾岸戦争始まる。
　ペルシャ湾への初の自衛隊海外派遣。
　ソ連共産党解散。
　欧州連合（EU）　創設。
　篠山紀信の宮沢りえ写真集『Santa Fe』ベストセラーに。
　JCII が「JCII フォトサロン」、「JCII ライブラリー」を開設。
1992 年
　PKO 協力法可決。
　山形新幹線開通。
　天皇・皇后、中国初訪問。
　写真「ひとつぼ」展、「写真新世紀」展始まる。
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1993 年
　天皇・皇后、沖縄を訪問。
　日本プロサッカー J リーグ開幕。
1994 年　
　英仏海峡トンネル開通。
　ニューヨーク外為市場、1ドル 100 円突破。
　松本サリン事件。
　関西国際空港開港。
　大江健三郎、ノーベル文学賞受賞。
　通信の自由化で「マルチメティメディア元年」。
1995 年
　阪神・淡路大震災。
　地下鉄サリン事件。
　オウム真理教代表麻原彰晃逮捕。
　マイクロソフト Windows 95 発売。
　カシオがデジタルカメラ「QV-10」(25 万画素 ) 発売。
1996 年
　薬害エイズ問題。
　初の小選挙区比例代表並立制。
1997 年
　臓器移植法成立。
　京都議定書採択。
　介護保険法成立。

1998 年
　明石海峡大橋開通。
　EU、単一通貨ユーロへの統合決定。
　和歌山カレー事件。
　金大中韓国大統領来日。
　江沢民中国主席来日。
　エプソンが「エプサイト」を開設。
　書籍、雑誌などの印刷媒体の市場規模がこの年を境に
　縮小を始める。
1999 年
　対人地雷全面禁止条約発効。
　コソボ紛争。
　情報公開法制定。
　男女共同参画社会基本法公布。
　国旗・国歌法成立。
　自自公３党で連立政権。
2000 年　
　介護保険制度スタート。
　携帯電話 5000 万台突破。
　三宅島雄山噴火、全島民避難。
　米大統領選挙ブッシュ勝利。
　J-PHONE、シャープ製の携帯電話 J-SHO4 を発売。
2001 年

佐藤信太郎　Sato Shintaro
「東京│天空樹」  
台東区・浅草、2010

三好和義　Miyoshi Kazuyoshi
ハワイのフラとダブルレインボー　
アメリカ・ハワイ、2006

浅田政志　Asada Masashi
消防士、「浅田家」より　
三重・津、2006

広田尚敬　Hirota Naotaka
富士山と新幹線「日本一 + 日本一× 2」
静岡・三島～新富士、1994

志賀理江子　Shiga Lieko
開墾の肖像　
宮城・北釜海岸、2008

藤原新也　Fujiwara Shinya
「俗界富士」より  
静岡・富士宮、1999

森村泰昌　Morimura Yasumasa
「なにものかへのレクイエム」（思わぬ
来客／ 1945 年日本） 　大阪、2010

白鳥真太郎　Shiratori Shintaro
Yellow B.　東京・イメージスタジオ
109 目黒スタジオ、2014

野町和嘉　Nomachi Kazuyoshi
「メッカ巡礼」より   
サウジアラビア・メッカ、1995
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　9.11 同時多発テロ事件。
　米アフガニスタン空爆開始。
　テロ対策 3 法案可決成立。
2002 年
　サッカーワールドカップ日韓大会開催。
　小泉首相、初の訪朝、日朝平和宣言に調印。
　デジタルカメラの総生産台数がフィルムカメラを抜く。
　京セラがフルサイズのデジタル一眼サイズの
　「CONTAX N DIGITAL」発売。
2003 年
　米イラク戦争開始。
　宮崎駿の「千と千尋の神隠し」アカデミー賞受賞。
　個人情報保護法成立。
　有事法制関連 3 法成立。
　イラクフセイン元大統領拘束。
2004 年
　陸上自衛隊にイラク派遣命令。
　裁判員法成立。
　有事法制関連 7 法案成立。
　普天間基地の米軍ヘリ、沖縄国際大学に墜落。
　米イラクに大量破壊なし（米政府調査団公表）。
　スマトラ沖大地震。
　米ハーバード大学生が「FaceBook」サービスを開始。

2005 年
　京都議定書発効。
　ＪＲ福知山線で脱線事故。
　郵政民営化法案成立。
　動画共有サイト「YouTube」がサービスを開始。
2006 年
　普天間基地移設と米海兵隊の一部グアム移転に合意。
　改正教育基本法成立。
　米「Twitter」のサービス開始。
　デジタルの化の進展によって写真業界の再編進む。
　「アジア・フォトグラファーズ・ギャラリー」（APG）が福岡に開設。
2007 年　
　公的年金の加入記録の不備 5000 万件が発覚。
　長崎市伊藤一長市長銃撃され死亡。
　国民投票法成立。
　沖縄で 11 万人の県民大会。
　アップルがスマートフォン「iPhone」を発売。
　グーグル「Google ストリートビュー」サービス開始。
2008 年
　トヨタ自動車、GM を抜き生産台数世界一に。
　リーマンショック。
　米大統領選、オバマ氏が当選。
　�キヤノンがデジタル一眼「EOS5DmarkⅡ」を発売、静止画と動画を

竹内敏信　Takeuchi Toshinobu
三原山噴火　
東京・大島、1986

田村彰英　Tamura Akihide
「夢の光」　
神奈川・横浜市鶴見区、1992

川島小鳥　Kawashima Kotori
「未来ちゃん」 　
新潟・佐渡島、2010

星野道夫　Hoshino Michio
夕暮れの極北の河を渡るカリブー　
アメリカ・アラスカ北極圏、1988

長谷川健郎　Hasegawa Kenro
炎天下の対 NBC 兵器訓練　東京・世田谷・
東京消防庁第三消防方面本部、2002

蜷川実花　Ninagawa Mika
「永遠の花」より、2003

長倉洋海　Nagakura Hiromi
談笑するアフガン抵抗運動の指導者マスード
アフガニスタン・ファルカール、1988

広川泰士　Hirokawa Taishi
「BABEL ORDINARY LANDSCAPES」 #4
静岡・御殿場、2002

篠山紀信　Shinoyama Kishin
1988  Tokyo　
東京・港区、1987
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同時に録画する。
　�パナソニックが世界初のミラーレス一眼レフ「LUMIX DMC-G1」を発売。
2009 年
　オバマ大統領、プラハで「長期的に核兵器のない世界」
　を目指すと演説、ノーベル平和賞受賞。
　北朝鮮がミサイル発射 ( 日本上空を通過 )。
　新型インフルエンザ流行、WHO はパンデミック（世界
　的大流行）と判定。
　民主党が大勝し政権交代、鳩山由紀夫内閣誕生。
2010 年
　ハイチで M7.0 の大地震発生。
　日本航空、会社更生法適用申請。
　平成の大合併終結。
　シベリア抑留者法成立。
　東北新幹線、新青森まで全線開通。
　アップルがタブレット「iPad」を発売。
　フランスのパロットが空撮用のドローン「ARDrone」を発売。
2011 年
　アラブの春、エジプトのムバラク大統領辞任。　　
　�東日本大震災。三陸沖震源 M9.0。津波で岩手、宮城、福島 3 県壊滅

的被害。
　�東京電力福島第 1 原発で電源喪失による大事故発生、炉心溶融。
　�「原子力緊急事態宣言」発令。チェルノブイリ級の「レベル７」へ修正。

　タイ、バンコクで大洪水。
　TPP（環太平洋連携協定）参加の意向。
　大阪維新の会の橋下徹が市長、松井一郎が知事で当選。
2012 年
　石原慎太郎東京都知事、尖閣列島の一部を都が買収の意
　向表明、国有化へ。
　沖縄普天間基地にオスプレイが配備完了。
2013 年
　マイナンバー法成立。
　2020 年五輪、東京開催決まる。
　消費税 5％から、8％に引き上げる方針を決定。
　特定秘密保護法成立。
2014 年
　国際宇宙ステーション（ISS）の船長に若田光一が日本
　人として初就任。
　防衛装備移転三原則を閣議決定。内閣人事局設置。
　ユネスコ「富岡製紙場と絹産業道産群」世界文化遺産に
　登録。
　岐阜・長野県境の御嶽山噴火、登山者 58 人死亡。
　青色 LED 開発の赤崎勇、天野浩、中村修二がノーベル
　物理学賞受賞。
　「写真集食堂めぐたま」東京・広尾にオープン

本橋成一　Motohashi Seiichi
ステバンさんの豚　
ベラルーシ、1992

木之下 晃　Kinoshita Akira　アルフレッド・ブレ
ンデル（ピアニスト）─花を世界に向かって聞かせ、そ
して実らせたい、「石を聞く肖像」より　東京、1996

川田喜久治　Kawada Kikuji
太陽黒点とヘリコプター、「ラスト・コスモ
ロジー」より　東京、1990

大石芳野　Oishi Yoshino
家が破壊されてテントで暮らすイヴァデヤ

（6 歳）　　コソボ、1999

細江英公　Hosoe Eikoh
ひまわりの歌　アメリカ・コロラド州
スノーマス、1992

坂田栄一郎　Sakata Eiichiro
エディー・プー（自然保護活動家）
アメリカ・ハワイ、2003

田沼武能　Tanuma Takeyoshi
無料給食が楽しみで学校に通う子ら　
ハイチ、1995

宇井眞紀子　Ui Makiko
ク リムセ（弓の舞）　
北海道・日高町、1992

英 伸三　Hanabusa Shinzo
橋を渡る花嫁、「上海放生橋故事」より　
中国・上海、1993
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2015 年
　天皇・皇后が太平洋戦争激戦地パラオを慰霊訪問。
　選挙権年齢 18 歳以上に引き下げた改正公職選挙法成立。

　�世界記憶遺産にシベリア抑留者記録、東寺百合文書、中　国が「南
京大虐殺」資料も登録。

　日韓の外相が日本軍「慰安婦」問題で合意。

前川貴行　Maekawa Takayuki
争うハクトウワシ　
アメリカ・アラスカ、2008

清水哲朗　Shimizu Tetsuro
「BURGED」より　
モンゴル・バヤンウルギー県、2011

鬼海弘雄　Kikai Hiroh
舞踏家　
東京・浅草、2001

岩合光昭　Iwago Mitsuaki
ビリー♂ 4 才　
クロアチア・ドゥブロヴニク、2013

水谷章人　Mizutani Akito
飛翔　
東京・辰巳国際水泳場、2012

森住 卓　Morizumi Takashi
湾岸戦争の子どもたち　
イラク・バグダッド、	 1998

熊 切 圭 介　Kumakiri Keisuke
大横川、「運河」より　
東京・江東区、2008

佐藤時啓　Sato Tokihiro
光─呼吸  #145 I, II 
Koto-ku Aomi 、1992

大西みつぐ　Ohnishi Mitsugu
「WONDER LAND 1980-1989」より
東京・江戸川区西葛西、1986

公益社団法人日本写真家協会創立 70 周年記念「日本の現代写真 1985-2015」
監修・‌�田沼武能　編纂・飯沢耕太郎、上野修、金子隆一、関次和子、

鳥原学、多田亞生、野町和嘉、松本徳彦、山口勝廣。
委員・‌�熊切圭介、飯島幸永、島田聡、加藤雅昭、足立寛、小池良幸、

安藤豊、内堀タケシ、木村正博、寺師太郎、永井勝、柚木裕司。

〈特別協賛〉
キヤノンマーケティングジャパン㈱
凸版印刷㈱
㈱ニコン
㈱ニコンイメージングジャパン
富士フイルムイメージングシステムズ㈱
㈱ヨドバシカメラ

〈協賛〉
㈱アイデム
エプソン販売㈱
OM デジタルソリューションズ㈱

㈱キタムラ
清里フォトアートミュージアム
㈱ケンコー・トキナー
㈱宏栄
㈱コスモスインターナショナル
㈱シグマ
㈱写真弘社
㈱セコニック
ソニーイメージングプロダクツ＆ソリューションズ㈱
㈱日経ナショナルジオグラフィック
㈱フレームマン
㈱山田商会
リコーイメージング㈱
共進倉庫㈱
㈱東京印書館
PGI
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セミナー研究会レポート
◆ 2020 JPS フォトフォーラム オンライン報告◆

「人と向き合う。」
2020 年 11 月 21 日配信開始

講師：榎並悦子、白鳥真太郎、渡辺達生
進行：佐々木広人

　例年東京の有楽町朝日ホールで行っていた JPS フォ
トフォーラム。本年は新型コロナウイルス蔓延などの
影響により開催を断念致しました。しかしただ中止に
するのではなく毎年 JPS フォトフォーラムを楽しみに
して頂いている写真愛好家の方々に何とか違う形でも
写真の楽しみをお届けできないかと考え、新たに公式
の日本写真家協会 Youtube チャンネルを立ち上げ、そ
こでオンラインでフォトフォーラムを配信することに
なりました。
　毎年好評を頂いている複数の写真家によるクロスト
ークのコーナーをピックアップし事前に番組として大
手町にあるヒマナイヌスタジオにて収録を行いまし
た。配信開始日は 11 月 21 日。今回のテーマは「人と向
き合う。」です。
　「人」を題材にしたジャンルの違う写真家がどんなテ
クニックで人を写すのか、魅力を引き出すのか、関係性
を構築していく
のかなど「被写
体と真摯に向き
合 っ て 撮 る 意
味」を語り合っ
て頂く内容とな
りました。出演
いただいた写真
家は榎並悦子さ
ん、白鳥真太郎さん、渡辺達生さん。ドキュメンタリー、
広告、グラビアを主なフィールドとするお三方の撮影
の裏側や思いはそれぞれ興味深く、トークも大変白熱
しました。そんな魅力的な内容を軽快に引き出して進
行していただいたのは『アサヒカメラ』元編集長佐々木
広人さん。話も大いに盛り上がり気がつけば１時間半
の内容の詰まった番組となりました。配信後視聴回数
も約 1,600 回（12 月 18 日現在）にのぼるなど多くの方に
視聴し楽しんでいただけています。配信は好きな時に
見れるだけではなく、今までご覧頂けなかった遠方の
方やタイミングが合わなかった方など広く多くの方に
写真の楽しみを伝える手段となっています。今後も
様々な企画などを配信していくことで、より写真業界
を盛り上げていきたいと考えています。
※引き続き「2020 JPS フォトフォーラム オンライン」
はお楽しみ頂けます。Youtube の「公式 公益社団法人

日本写真家協会チャンネル」にアクセスしてご覧くだ
さい。

（記／企画担当理事・熊切大輔、撮影／川村容一）

◆教育推進委員会報告◆

おやこ写真教室
2020 年 11 月 28 日（土）

銀一スタジオショップ イベントスペース　参加者：３組６名
講師：水本俊也（会員）

　６歳以上の子どもから成人までの方とその家族を対
象に、教育推進委員会では「おやこ写真教室」を今年度
事業の一つに計画した。当初、5 月下旬に開催の J P S
展のイベントとして、東京都写真美術館で実施する予
定だったが、新
型コロナウイル
ス感染症の影響
で実施を見送っ
ていた。
　9 月、コロナ
感染者の動向を
踏まえて、教育
推進委員会では、11 月 28 日の実施を再度計画した。会
場は、銀一（株）の協力を得て、中央区月島の銀一スタジ
オショップ イベントスペースで開催した。
　参加者の新型コロナウイルス感染リスクを避けるた
め、10 組 20 名を上限に募集し、キャンセルなどもあり、
開催当日は３組６名の参加であった。
　会場設営の時点から、スタッフの検温、使用するカメ
ラ・ストラップ、机・椅子、靴裏まで、徹底したアルコ
ール消毒を行った。開場前から講師スタッフ全員は、マ
スクにフェイスシールド、ゴム手袋を着用し、再度アル
コール消毒を施して参加者を迎えた。参加者にも検温
と問診、徹底した消毒をした後、入場していただいた。
この消毒は入室する度に行った。
　今回は、キヤノンマーケティングジャパン（株）の協
力で、デジタル一眼レフカメラ Canon EOS Kiss X8i 標
準ズームレンズセットとマクロレンズ、コンパクトプリ
ンターを借用して、講師の水本俊也会員による、１時限
目「カメラの使い方と撮影
ポイント」から定刻に始ま
った。参加者は、水本講師
の南極の写真のスライドシ
ョーとトークに、真剣な眼
差しで見入っていた。続い
て午前中の２時限目は、「野
外撮影実習」として、月島も
んじゃ通りで、安全面を配
慮しながら、自由に撮影で
きるよう講師とスタッフが

2/24　初校
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同行して野外撮
影を行った。参
加者各自昼食を
済ませ、午後か
ら３時限目は、室
内撮影「テーブ
ルフォト講習会」
として、LED ラ
イトとレフ板を使用し、菓子やフィギュアをマクロレンズ
で撮影。参加者は、近接撮影の日ごろと違う前後のボケに
戸惑いながら、「もっと全体にピントを合わせるには、どう
すればいいんですか？」と、被写界深度の質問もあり、ス
タッフの委員が丁寧に手解きをする場面もあった。テー
ブルフォトでは、新鮮で新たな発見もあったようだった。
　３時限目終了後、銀一スタジオショップの協力で、急
遽スタジオセッテングして、親子で「ポートレート撮影
会」を体験した。親子で交互に撮影して、撮る側、撮られ
る側ともに笑顔で溢れ、親子の絆を深める写真の力を
見てとれた。
　４時限目は、参加者が今日撮影した「作品講評会」。撮
影者がカメラのモニターを見て作品をセレクトし、カ
メラを会場の大型モニターに接続して、作品の講評を
委員と講師で行った。「写真はプリント鑑賞」を大切に
することも伝えるため、最後に、キヤノンコンパクトプ
リンター Canon SELPHY-CP1300 を使用して、ポスト
カードサイズに各２枚ずつプリントアウトして、机に
上に並べて全員で「作品鑑賞会」を行った。子どもの撮
影した斬新な視点や、写真につけられたタイトルへの
思いに驚く場面もあった。
　松本副会長も３時限目より来場し、写真を撮ること
で新たな発見や、子どもが
ファインダー越しに物を見
て興味を引く姿など、写真
のもつ大切さを挨拶の中で
語った。
　終了時、記入いただいた
参加者からのアンケートで
は、全員から大満足で「また
参加したい」「次回は運動
会の撮り方を教えてほし
い」など多くの要望の回答
をいただいた。
　今回の「おやこ写真教室」の参加者は、子どもが７歳
から９歳であったが、成人の方とその家族の参加もで
きる企画だ。時を記録して形に残す写真が、親子にとっ
て身近で大切であることが印象的だった。
　今後の写真教育推進事業において、「写真の大切さ」
を啓発する目的からも、今回実施した「おやこ写真教
室」から得るものが数多くあった。

（記・写真／教育推進委員・安藤 豊）

◆国際交流委員会ウェブサイト企画◆

「表現者たち」Vol.1 ～ 3
　新型コロナウイルスの感染拡大で、シンポジウムや
講演会などの形態の企画開催が難しくなった。そこで
従来のイベントに代えてウェブサイト上で、国際的な
関心や共感を呼ぶテーマに取り組む写真家とその作品
を紹介している。JPS ホームページの「イベント・セミ
ナー」からご覧いただけます。

Vol.1
「黒人差別撤廃への序章　伝播する叫び」

原題「マイクチェック」（Mic Check）
「Black Lives Matter（黒人にも生きる権利が !）の記
録 2014 ～ 2020 年　　

ロバート・ゲルハート
（Robert E. Gerhardt, Jr.）

（ニューヨーク市在住写真家）
訳：井上佳子

　初回は、ニューヨークで「ブラック・ライブズ・マタ
ー（Black Lives Matter）」をテーマに写真を撮り続け
ているフリー写真家のロバート・ゲルハートさんを取
り上げる。コロ
ナに 揺れる中
にあって BLM
もまた世界に響
き渡ったテーマ
だ。モノクロフ
ィルムで撮影し
暗室でプリント
を焼き、 そのプ
リントをスキャ
ナーでデジタイズして作品を仕上げるというスタイル
も興味深い。
【プロフィール】
　ニューヨークに拠点を置くフリーランスのドキュメ
ンタリー写真家、フリーランスライター。全米報道写真
協会会員及び、香港の外国特派員クラブ不在会員。
1999 年、米マサチューセッツ州ウースターのホーリー
クロス大学卒（人類学 / 社会学および美術史の学士号
取得）。2007 年には、マサチューセッツ州ケンブリッ
ジにあるレズリー大学・
芸術・デザイン大学院で
写真の修士号を取得。
　作品は、北米、ヨーロッ
パ、アジアで数多くの個展
やグループ展に出品され
ている。ニューヨーク市立
博物館、ニューヨーク歴史
協会、アラブ系アメリカ人
国立美術館などに写真が
所蔵されており、私的なコ

われわれは黙っていない（2014 年 11 月
25 日、ニューヨーク市、ユニオンスクエア）
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レクションとしても収集されている。
英高級紙「ザ・ガーディアン」、オンラインニュース

マガジン「ザ・ディプロマット」、米高級紙「ニューヨー
ク・タイムズ」、米オンラインメディア「ハフィントン
ポスト」、米誌「ニューズウィーク」、イスラエル紙「ハア
レツ」、「南ドイツ新聞」などのメディアなどでも写真が
発表された。市民権と人権、宗教、報道の自由などをテ
ーマとする著作もある。香港の英字紙「フリープレス」、

「ザ・ディプロマット」、オランダ紙「ザ・コレスポンデ
ント」、米大衆紙「ブルックリンレール」には、自身の作
品を紹介する記事が掲載された。

Vol.2
「写真を通して日中文化交流を」

 文・烏
う

里
り

烏
う

沙
さ

（JPS 会員）

写真は最も直観的なメディアとして、人々に真実を
伝えることが最初の目的でしょう。来日してから 20 数
年がたち、人生の半分を日本で暮らしていることにな
ります。仕事の
基盤は日本に置
きながら、毎年
数回ほど祖国で
ある中国のほと
んど普通の人が
行 か な い と こ
ろ、いわば辺境
の地を撮影・取
材してきました。時々、現地の関係組織に招待され、日
本の写真家たちと一緒に撮影の旅に出かけることもあ
ります。中国の自然と文化及び人々の暮らしを紹介す
る写真展を 20 年前から毎年行ってきました。また、日
本の美しい自然と豊かな文化を中国に紹介するため、
中国でも数回、写真展を開きました。会期中は、どちら
の写真展にも大勢の来場者があり、中国と日本の写真
家が撮影した写真作品を鑑賞し、大変な賑わいを見せ
ていました。さらに活躍していくため、数年前には日本
と中国の写真界の有識者同士が日本中国友好写真家協
会（JCFPS）を設立し、一般社団法人として認可されま
した。今は中国の写真家関連の協会とも連絡および新
しい関係を作り、協力を得ています。
【プロフィール】

山岳写真家。1967 年 5 月、中国四川省生まれ。主に
油絵や撮影など視覚芸術の
創作活動をしている。また
民族・民俗学、植物学など
研究している。20 数年来、
1 年の半分近くはチベット
及び中国西部の秘境を回
り、多角的な視点で捉え創
作活動をしていると同時

に、チベットカム地方の山々についての調査も継続。ま
た、中国西部のチベット高原の厳しい所に小学校を建設
することや、日本の文化や風土を中国に紹介する写真展
も企画実行し、日中文化交流のかけ橋の役を果たして、
幅広く活動している。現在、特定非営利活動法人中国少
数民族文化教育基金会理事長、一般社団法人日本中国
友好写真家協会理事長、横断山脈研究会会員など。

Vol.3
「聖なる土地の光を追って」

写真家・井津建郎氏
 インタビュー・構成：石井真弓、佐藤仁重

米国ニューヨークを拠点とする写真家井津建郎氏は、
2021 年、NY 在住および
写真活動 50 周年を迎え
ます。井津氏の来日に合
わせて、ライフワークと
してきた「聖地」の撮影、
大型カメラやプリントに
込める思い、ニューヨー
クの写真ギャラリー事
情、また、カンボジアでの
体験をきっかけに始めた
社会貢献活動、最近のプ
ロジェクトについて語っ
ていただきました。2021 年 2 月 13 日まで、井津建郎写
真展「永遠の光」がギャラリー・バウハウス（東京）で開
催された。
【プロフィール】

1949 年大阪に生まれる。日本大学芸術学部に学んだ
後 1971 年に渡米。以来ニューヨークを拠点として作品
制作と発表を続けて現在に至る。30 数年間にわたって
世界の「聖地」を 14x20 インチのカメラで撮影、プラチナ
プリントによる表現の他、植物、果実や人体の習作をス
タジオにて制作。近年は 8x10 フィルムと中判フィルム
で撮影し、銀塩プリントによる表現の能面シリーズや

『インド・永遠の光』も制作、発表。中判デジタルカメラ
による作品集、

『ポンペイ・鎮
魂歌』と『 州・
忘 れ ら れ た 大
地』も制作、発表
する。 

作品はニュー
ヨーク・メトロ
ポリタン美術館
はじめアメリカを中心に多数の美術館に収蔵され、日本
では清里フォトアートミュージアムで 4 度にわたる写
真展を開催、それら全ての作品が同美術館に収蔵され
ている。

麻鳥（ma niao）ミャオ族村の錦鶏踊り

インド、2013 年
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写　真　解　説

　たった一人の勝者と唇を噛みしめ涙を呑む多くのアスリー
トたち。栄光と挫折の狭間に見える人間のドラマにいつも胸
が熱くなる。決してあきらめない強靭な精神力が数々の名勝
負を生み出してきた。そこには、孤独に耐え、人知れぬ努力で
乗り越えてきた困難、挫折、再起に費やした時間、それらの全
てを内に秘め勝負に挑むアスリートたちの姿があった。
　ファイナルラップを迎え肉体と精神の限界の果てにたどり
着く栄光のゴール。彼らを突き動かし前進させる原動力こそ
が PASSION / 情熱なのかもしれない。

（写真展「PASSION / 情熱」）

PASSION / 情熱（表紙写真） �  泉　悟朗

井上真央主演の NHK 朝ドラ「おひさま」で全国区となった
長野県大町市の中山高原には、このドラマのロケ地を記念し
て看板が立っている。ここは爺ヶ岳や鹿島槍ヶ岳、五竜岳など
が見渡せる最高のロケーションで、ドラマで流れたのは初秋
の蕎麦畑だったが、5 月上旬、真っ白な残雪を抱く北アルプス
の峰々と菜の花畑の饗宴のほうがはるかにフォトジェニック
だと思う。

菜の花畑と爺ヶ岳・鹿島槍ヶ岳・五竜岳 �  菊池哲男

2019 年、ナイジェリア北東部のボルノ州にあるプルカを訪
れた。周囲を軍の見張り小屋がラグビーボール状に囲み、町を
内側と外側に分け隔てる。この軍事境界線の内側にいる限り
安全だが、外界との交通は断絶している。「陸の孤島」と化した
町の住人約 7 万 4000 人の半数が、イスラム過激派「ボコ・ハ
ラム」の暴力から逃れて来た避難民だ。白いテントは難民を一
時的に収容するシェルターだ。避難してきた難民は町中の仮
設住宅を割り当てられる前、ここに収容される。その様子を撮
ろうとすると、写真家の存在に気づいた子どもたちが駆け寄
ってきて、レンズに飛び込んでくる。「ぼくはここにいるよ」と
言わんばかりに。

「ぼくはここにいるよ」 �  渋谷敦志

本殿の西側、神在月の神々が降り立つという稲佐の浜の方
向に建つのが、この神殿。出雲大社で結婚式を挙げる場合は
本殿ではなくこの神楽殿である。多くの芸能人が挙式した事
でここが出雲大社の本殿と勘違いしている国民も多いかもし
れない。大しめ縄は、「大注連縄」と言い、長さは 13 メートル。
重さに至っては、5.2 トンにも及ぶ（出雲大社 HP 調べ）　1/8
秒のシャッタースピードだったが手持ちで撮れたのはボディ
の軽さに助けられたと実感した一枚である。

出雲大社　本殿・拝殿から神楽殿 �  吉澤士郎

平成から令和に年号が変わった記念すべき日、私は富山県
高岡市でユネスコ無形文化遺産に指定されている御車山祭り
の撮影をしていた。その日を境に高岡に何度も足を運びその
美しい伝統文化に魅了され撮影を重ねた。2020 年世界がコロ
ナ禍で静まり返ったなか、今高岡の人々はどんな生活をして
いるのだろうと思い約 10 ヶ月ぶりに訪れたとき出会った伝統
技術を受け継ぎ活躍している若手エースの姿を捉えた瞬間。

momentum.Orii �  中西　学

　私の展覧会に訪れた人は、よく、「写真じゃないのですか？」
と言う。「これは写真なんです」と、答えることが多い。写真作
品、あるいはその制作過程において、能動的な表現作業を加
えることで、写真表現の可能性を一層広げることが出来ると
考える。そして、また、ドローイングという自由な線が、絵画の
中で表現される、「マチエール」として、写真画面への関わり
と、可能性に気付かせてくれる。

（写真展「IRREGULAR」）

IRREGULAR　♯ 202002（表４写真） �  小松　稔

　客足が途絶えて久しい歓楽街の一角、雑居ビルの壁にマリリ
ン・モンローの写真が大きく飾られていた。風雨に晒されて表
面加工のフィルムが劣化してセクシーな顔に白い線が走り、ま
るでモンローさんに皺が寄ったように見える。かつて城下町と
して栄えた街だが、経済の構造変化による地方衰退の波には抗
えず、商店街に人影はなく、更地にできた駐車場ばかりが目立
つ。賑わいが戻るのは祭りの時ぐらいだ。モンローさんに刻まれ
た皺はこの街の行方を暗示しているようだった。大分県中津市。

夕日隠れのモンロー �  英　伸三

日本には美しい四季の移ろいがあります。全国各地を撮影し
ていく中で、私は自然の中に様々な色があることを実感しまし
た。四季の移り変わりの中で表情を変える自然の美しい姿や色
合いの変化。私は撮影で巡り合う様々な自然界の色が日本の
美しい「伝統色」と密接な関わりを持つことを知り、風景の中に
秘められた色を作品に表現してみました。『浅縹』は、日本の伝
統色の中で灰みの青色です。この作品は、満ち潮の海に突き出
た岩に打ちつける波に空の色が幻想的に映り込み、そのグレー
がかった青色がまるで絵画のように感じ、撮影したものです。

浅　縹（あさはなだ） �  金子美智子

日本人の心の風景ともいえる白砂青松。暮らしを守るために
人の手で作られたこの風景が津波で徹底的に破壊された。津波
前の風景を想像できない場所に、圧倒的な存在感で立つ枯れた
松や生き残った松。これが今のこの地の風景であり、子ども達に
とってはこれが故郷の風景として心に刻まれる。暮らしを守る風
景とはどうあるべきなのか。今や東北の海岸線の多くが、松林の
向こうに白い防潮堤が見え隠れし海は完全に見えなくなり、「白
砂青松」という“ 情緒 ” から「白壁青松」という“ 構造 ”になった。

松韻を聴く �  川廷昌弘

千葉県の、また国の伝統工芸品に指定されている「関東牛刀
（かんとうぎゅうとう）」の製作現場を撮影しました。牛刀とは今
も私たちの家庭で一般的に使われている万能包丁のこと。幕末
の開国によって流入した食肉文化の影響を受け、当時の鍛冶職
人達が技術を込めて産み出した洋包丁です。関東一帯で生産
された牛刀は特に高品質であることで名高く、特に関東牛刀と
呼ばれるようになりました。しかし、戦後の大量生産品に押さ
れ、伝統的な職人の技で造る関東牛刀も、今ではただ一人の鍛
冶職人によって受け継がれているばかりです。

鍛えられた鉄の光 �  曽根原昇
◆ JPS ギャラリー

キューバ、ハバナ旧市街。
かつて、この国に咲いた華やかなりし西欧文化。
1950 年代、歴史の大波が押し寄せ、舵取りが変わった。
時が止まったような街は、静かに朽ちていく。
栄華の色が褪せぬよう、幾重にも幾重にも色を重ねられた車。
セピア色に輝く街にいざなわれると、タイムトリップしたよう
な不思議な感覚に包まれる。

街角 �  八田公子
◆ FUJIFILM X ギャラリー
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◆佐藤成範（1981 年入会）
40 年の歳月

来年 4月には早いもので入会から
40年目を迎える。この間、多くの会員
と出会いました。特に中国取材を中心
とする友人等と中国との国際交流を目
的に日本
中国写真
芸術協会
を設立し、
数多くの
写真展の
開催と中
国撮影旅
行を実現出来ました事は皆様の御支
援とご協力の賜物と深く感謝に耐えま
せん。今後は会員の作品発表と販売
の場として六本木に開館した写真ギャ
ラリーを通じて皆様に貢献する事がで
きるのではと思っております。よろしく
お願いします。� （東京都港区在住）

◆小池　汪（1974 年入会）
今も息している戦争

敗戦から75年経った2020 年初頭
の新聞が「平和資料館細る入場者」を
報じた。オバマ効果で広島は別だが各
地の資料館は来場者が激減し閉鎖や
休館が目立つとか。私の住む川崎に川
崎市平和館がある。日本の戦争は 75
年前に終結したが私にはいまだ日本国
内に戦争が息している、と感じている。
大日本帝国海軍の横須賀鎮守府は

いま日米同盟下、
米海軍と海上自
衛隊の基地、呉
鎮守府は東アジ
ア 最大の米軍基
地。横田基地も
旧日本軍の軍用
地だ。主が変わ
っただけ。この
ような日本を85
年間にわたり俯瞰する写真展「戦争暮
らし」を10月、川崎市平和館で開いた。
写真家としてではなく市民としての真
写展だ。私が幼児だった1930年代へ
のアプローチは残された遺物。郵便用
紙のない戦場でタバコの裏紙に書いた
軍事郵便は故郷の父母と妻宛て。着い
たが兵士は戦死 。兵士が身に着け戦
場を駆け抜けすり減った千人針など、
その時、その人を感じさせる工夫での
撮影。会場でほとんどの人は数十分滞
在し写真を見て数人、涙を流した人も
いた。小学生も高校生もしっかり見て
くれ、感想文を書いてくれた。感想文
265通。戦後生まれの人々が戦争を如
何に感じているか。私は「戦争はいや
だ」をその人々と共有することができ

Message Board
た。コロナ禍、入場は 20日間で約
1,000名。　　（神奈川県川崎市在住）

◆金城真喜子（2007 年入会）
　「あれから10年経ちましたね…」と
そのメモには書かれていました。
2018年リコーイメージングスクエア

で「ベスト オブ モノクローム」に出品
していた時のことでした。メモを残し
てくださったのは2009 年に私が写真
学習の授業に行った平塚市の当時の小
学校の校長先生です。やらねばならな
いという義務感で小学校にアプローチ
しました。受話器の向こうで静かに話
を聞いていた校長先生から「それでい
つやるの？」という思いがけない答え
が返ってきました。当日は担任の３人
の先生に手伝っていただいてあっとい
う間に終り、玄関に送りに出てくださっ
た校長先生が、おそらくポケットマネ
ーで用意したお菓子をお土産にくださ
いました。その後何回か写真展の折に
も足を運んでくださいました。初めて
お会いした折に私が小学校にはあまり
行ってなくて楽しい思い出がない、そ
んなわけで卒業後は学校の近くに行く
こともなかったということを話したこと
があった。そのことを少し気にかけて
いたのかもしれません。
卒業後半世紀以上経ってかけがえ

のない小学校時代の思い出を作ってく
ださった校長先生を時々思い出します。
ご自分の仕事に気負うことなく使命感
を持って関わり合っている姿に惹かれ
たからです。　（東京都世田谷区在住）

◆高尾啓介（1995 年入会）
　「‘89 New York」「‘89 West Coast」
「‘96 マレー鉄道の旅」の三部作は
OPEN CAFE 渋谷での写真展を記念
してBOOKにしたもの。OPENCAFE
を主宰する知人からの依頼で白い壁面
を写真で飾れると云う。ならば白黒写
真が手元に有るからと返答。30年以
上前にネガで撮影しプリントして於い
た写真を当時のまま額装展示。7月〜
9月の60日に渡り写真展示を行う事が
出来た。僅かな展示販売を含め祝い金
で書籍製作を思い立ち準備する事に。
総部数 400数十冊と少ないが編集は
パソコンを
使いなれて
いる人なら
ば自分で行
う事も可能
で十日足ら
ずで完成。
会場のカ

フェで約50
名を二度に分け出版祝いを開催し配布

する事が出来た。今更ながら、ネット
社会のペーパーレス化の最中、写真集
も売れないからとぼやく前に自分の写
真を本にして残し何時までも手に取り
見て貰う意義は有ると信じている。
� （東京都葛飾区在住）

◆山村善太郎（1970 年入会）
【神々への美宝】

宗像大社より沖ノ島から発掘された
国宝の撮影依頼があり、展示されてい
る国宝の中より自由に選び、自由に撮
っていいとのこと、大変やりがいを感
じ、身の引き締
まる思いがした。
写真家とはメッ
センジャーであ
ると思う。先入
観を持って臨む
と被写体の本質
を置き去ること
になる。自分を
消してじっくり
観察していくうちに、撮影ポイントが
見えてきた。古代の人々が神々に捧げ
るお供物にいかに心血を注ぎ、どれほ
どの時間と労苦をかけたのかと思いを
寄せる。今、環境問題に直面する私
たちは、このような古代日本人のアニ
ミズム精神を再認識すべきかもしれな
いと深く感じた。�（兵庫県神戸市在住）

◆江成常夫（1970 年入会）　
『シャオハイの満洲』

日本の植民地「満洲」（中国東北部）
に、ソ連軍が侵攻し、戦場と化すなか
で現地に取り残された日本人戦争孤児
は、3,000 人とも4,000 人とも言われ、
正確な人数は定かでない。そうした戦
争孤児の身元調査が始まったのは、敗
戦から36年が過ぎた1981年３月。私
はアジア太平洋戦争に、仕事の文脈を
決めていたので、すぐに現地を訪ね、
以後４年にわたり
100 人余りの孤
児と面会し、撮
影とインタビュー
を続けた。
視覚言語とし

ての写真には、
言葉は無用とす
るジンクスがあ
る。しかし、生
死をくぐった体験には庶民史としての
重点がある。そう受け止め、ここでは
あえて写真と言葉を拮抗させ、「フォト・
ノンフィクション」として纏め、84年『シ
ャオハイの満洲』（集英社）、88年同、
新潮社文庫として出版された。その成
果を得て、今度 32年ぶりに復刊の栄
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誉をいただいた。
� （神奈川県相模原市在住）

◆蓮野日出男 (1977 年入会）　
写真集 『天下の奇祭』

江戸時代から伝わる、ほだれ祭り、
豊年祭り、どんつく祭り、道祖神祭り、
しねり弁天たたき地蔵、かなまら祭り、
その地城独特の風習や伝承に基づき
五穀豊穣、子孫繁栄、 夫婦和合、を祈
願する、ちょっと変わった祭りです。
しねり弁天たたき地蔵（新潟県小出町）
祭りが最高潮になった頃、新婚のカッ
プルが「たたき地蔵」からご神体にま
たが り「し
ねり弁天」
に突入する
「金精様婿
入り」が行
われます。
かなまら祭
り（川崎市
金山神社）
海外では「歌麿フェスティバル」とし
て知られており、毎年多くの外国人観
光客が訪れます。祭りのご神体は…男
性のシンボル。残しておきたい楽しい
お祭りです。　　（東京都品川区在住）

◆渡部佳則（1997 年入会）　
昨年6月末、私の住む新潟県のラジ

オ局、新潟県民エフエム放送（FM 
PORT）が経営難のため閉局になりま
した。私は2000年の開局から約20年、
撮影エピソードを語る番組を担当させ
てもらいました。私が撮影した1枚の
写真を取り上げ、撮影時の状況や、被
写体とのやり取り、後日談などを語る
内容で、閉局に際し数えてみたら、す
でに1,000 話を超えていました。自分
の20年を振り返り、被写体と番組リス
ナー、スタッフ
への感謝を込
めて、放送電波
の周波数にちな
んで、79 話を
本にまとめまし
た。『ファイン
ダーの向こう側
〜 79.0 の撮影
エピソード』。
Amazon、楽天ブックスにて扱ってい
ます。� （新潟県新潟市在住）

◆長野良市（1990 入会）　
2020年 7月4日に発生した球磨川豪

雨水害を『ゼロの球磨　人吉』Vol.1
にまとめ発行したのが 9月4日の2ヶ
月後だった。表紙に使った人吉市中神
町大柿地区の写真は立ち入り解除にな
った15日、友人と一緒に地区に入った。
ここは球磨川沿いでは人吉市の最下流
域に位置し、川向かい側が隣接する球
磨村の渡地区になる。そこは高齢者施

設で多くの命が
奪われた千寿園
がある。川は大
柿地区入口で大
きく右に、そして
左に蛇行する。
暴れた水はまっ
すぐ流れ「川津
波」を発生させ、
すべての物を押
し流した。さて現地では、球磨川最大
の支流、川辺川ダム建設問題が再浮上、
新たな問題としてくすぶりはじめた。
Vol.2は「食」の支援活動報告として
既刊、Vol.3で下流域、Vol.4で川辺川
をまとめたいと考えている。
� （熊本県南阿蘇村在住）

◆吉村和敏（2014 年入会）　
吉村和敏写真集『SL×信州』

（丸善出版、価格 3,900 円＋税）
　生まれ故郷信州に残る静態保存SL
をテーマにした写真集。SLの周りにあ
る電線、柵、車、看板、物置、遊具なども
あえて記録することにより、SLが置か
れている「今」の状況を的確に伝え、独
特の作品世界を作り出している。すべ
ての撮影は、8×10inch 大型ビューカ
メラ＋モノクロネガフィルムの組み合
わせで行われた。車体の錆や塗装の剥
がれ、バラスト一個一個の形さえも精緻
に写しとめることにより、昭和、平成、令
和という時代を生き抜いてきた蒸気機
関車たちの
「自信」と
「誇り」を伝
えている。
写真集は、
フィルム原
寸大でレイ
アウトをすることに拘った。拡大・縮小
されることなく紙媒体になることが、逆
に彼らの大きさや重量を伝えることが
できるような気がしたからだ。
� （東京都江東区在住）

◆飯塚明夫（1994 年入会）　
　人類がコロナウイルスの脅威にさら
されてから一年以上が過ぎたが、まだ
収束の見通しも立たない。思えば去年
の3月17日から31日まで、私は遠く異
国の地マラウイ（アフリカ）でコロナ禍に
翻弄されながら過ごしていた。どうして
もマラウイに行かなければならない事
情ができ、あわよくば撮影もと目論んだ
が、甘い考えにはマラウイ到着とともに
暗雲が立ち込めた。空港で防護服を着
た係官に、
2週間の自
主隔離を
申し渡さ
れ、それが
終われば
取材開始

と未練がましく思ったが、コロナ禍は深
刻さをました。「4月1日に空港が封鎖
される」とのニュースが流れ、チケットを
変更して間一髪どうにか3月31日に脱
出できた。帰国できなかった場合を思う
と今でもゾッとする。
� （東京都中央区在住）

◆池口英司（2016 年入会）　
昨年夏にイカロス出版から『グルメ
列車の旅』という本を上梓しました。
いま全国で 30本を超える数の、車内
で食事を楽しむことができる列車が運
転されていて、そのメニュー、利用方
法などを紹介したガイドブックです。
北海道から九州まで、各地で運転さ

れている列車は、それぞれの地域の特
色が出されてい
て、メニューもさ
まざま。コース料
理が出されてい
るものもあれば、
握り寿司もあり、
地元のパティシ
ェ手作りのスイー
ツもありで、本当
にどれも魅力的
です。書いていて不満なのは、いま実
際に自分がそれを口にできないこと。
その鬱憤は相当なものでした。コロナ
禍が収まったら…。まず握り寿司から
攻めてみたいところです。
� （神奈川県横浜市在住）

◆伏見行介（1997 年入会）　　
2011年 12月の末、初めて東日本大

震災の被災地を訪れた。
その年の3月11日、ご存知のように
震災が起こり、津波による想像を絶す
る被害がでた。JPSの多くのメンバーが、
被災地に入り多くの写真や動画を撮影
した。私もすぐにでも被災地に行きたか
ったが、広告系のフォトグラファーの悲
しさ、被災地でサバイブするノウハウも
なく、被災地の方 に々ご迷惑をかけると
思い、行けなかった。ただ、災害がお
きた年のうちには行こうと思い、2011年
の年末に被災地を訪れた。昨年末で10
回になった。
毎年、同じところを訪れると、表面的

かもしれ
ないが復
興の兆し
ははっき
りわかる。
たが、人
の心を含
めた復興にはまだだ時間が必要だろう。
そして何よりも、福島原発はどうなるの
だろう。10年は続けようと始めたこの撮
影、もう少し続けたいが、後10年は年
齢的には無理な年になっている自分に気
付き、何とも言えない気持ちになった。
� （東京都新宿区在住）
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謹んでご冥福をお祈り申し上げます。追悼

2020 年 11月 27日、誤嚥性肺炎のため逝去。86歳。
1961 年入会、1991 ～ 2015 年公益社団法人日本写真家協会副会長、2015 ～ 2019 年
公益社団法人日本写真家協会会長、2019 年総会にて名誉会員に推挙、協会運営に多大なるご尽力を
いただきました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
東京・下谷西町に生まれる。1958 年日本大学芸術学部写真学科卒業。のちにフリーランスの写真家
として週刊誌を中心に月刊誌、グラフ誌など主にジャーナリズムの分野で活動する。同時に単行本、
美術全集等の撮影を行う。

熊切 圭介　名誉会員

「写真というメディアの面白さは撮影した時点では特別なこと
とは思われない事実でも時が経つにつれ記録としての重みと意
味が増してくることだ。そのことのために写真家はひたすら目
の前の現実を記録し続ける」。この一文は熊切圭介君が 2008
年に上梓した写真集『繁栄と変革 60 年代の光と影』あとがき
に記された一文だが 1960 年代はまさに世の中、繁栄と変革の
時代を彼は『週刊現代』嘱託としてグラフジャーナリズムの世
界で四日市公害や東大紛争など社会時評や人間模様を撮り続
けた。そしてグラフジャーナリズムの世界で優れたルポルター
ジュを多く残し、写真家としてスタート間もない 1961 年には “ 名
張毒ブドウ酒殺人事件 ” で早くも講談社写真賞（出版文化賞）
を受賞している。

東京下町生まれの熊切君は 1958 年日大芸術学部を卒業する
が在学中より丹野章氏に師事しその後フリーとなり、私と２人
の頭文字をとってＫ２写真研究室を設置。その後日芸卒の同級
生、齋藤康一・髙村　規・野上　透・松本徳彦・熊切圭介・木
村惠一で写真集団 “ 六の会 ” を設立。みな働き盛りのなか集ま
っては気炎を上げギャラリーで写真展を開いてきたが、熊切君
の写真活動は60 年繁栄のなかで更に円熟味を増し『週刊現代』

連載の「企業の最前線」で４年に亘って日本企業の実態を見
極め検証している。その後大阪万博（1970 年）の頃より週刊
誌の仕事から離れ美術文芸の分野での仕事が増えてゆく。『手
漉和紙精髄』（講談社）は今も多くが消えた伝統の和紙と和紙
の現場の撮影とその漉いた紙とを一緒に綴じた大きな分厚い書
は今でも貴重な和紙の書籍として保存されている。また東京下
谷西町小学校で先輩としての池波正太郎氏との交流もあり『池
波正太郎のリズム』など文芸書や美術全集の仕事を多く残して
いるが後年は癌にもいろいろ見舞われた。胃癌をはじめ内蔵の
癌を３回他の癌も含めて４回も腹を切った痩せた身体に切り傷
痕が痛 し々かったがよく歩いて写真を撮り続けていた。

晩年は講談社時代の友人が所有するセブ島近くの小さなカオ
ハガン島に 20 年に亘って通い島の子供たちと自然を撮り続け
『南島からの手紙』を上梓し写真展を開いたりゆったりとした
暮らしをしていた。早くに愛する妻を亡くし長女と暮らしていた
が長男の大輔君が写真界で活躍する姿をとても喜んでいた。
読書家で豊かな知識と心の優しい人物だったが写真に関しては
頑固で決して妥協を許さず写真で語り続けて筋を通した生粋の
江戸っ子だった。六十数年来の友人として先に逝かれたことが
無念です。� 合掌

さよなら熊さん� 木村 惠一

1995 年であったと思う。六の会の有志が我が家に訪ねてき
た。何事かと話を聞くと「次期の役員選挙で私に会長になって
ほしい」とのことであった。勿論会員の選挙で理事に選ばれた
後のことで、その中に熊切圭介さんもいた。その年の選挙で私
は理事に選ばれ、熊切さんに副会長を引き受けていただいた。

暫くして熊切さんは築地のガンセンターに入院した。JPS 副
会長の要職がハードでガンに侵されたのでないか心配し見舞っ
たが、手術は無事成功し安心したことを思い出す。その後も何
度か手術があったが、その都度、難を乗り越えている。

熊切さんは歳を経るごとに立派な貌になっていった。本人は
余り好きではなかったようだが、白髪の眉毛が立派だった。社
会民主党の党首が立派な眉毛で有名だったが、それに劣らぬ眉
毛の持ち主であった。ある日新聞を読んでいると全頁に熊切さ
んの読書する姿の写真があった。講談社の広告で、その肖像は
いかにも知識人を象徴する表情で、私はその品格のよさに写真
家として誇りを感じた。熊切さんは、24 年間副会長職を務めそ
の後会長になった。私が 20 年間会長を務め数々の業績をあげ
ることができたのは副会長熊切さんのサポートがあったからと感
謝している。ご冥福を祈ります。

熊切圭介さんの立派な眉毛� 田沼 武能

熊切圭介前会長が逝去された。1960 年代から ’70 年代に
かけて、日本のグラフジャーナリズムの隆盛期に週刊誌を主
な舞台として、高度経済成長期の光と影を、多面的に、優れ
たルポルタージュ作品として発表された。作品の鋭さとは対
照的に温厚な人柄で、穏やかな笑顔で周囲を包み込む人だ
った。作家の池波正太郎を取材した作品にそんな熊切さんの
人柄が偲ばれる。そして写真界が最も羽ばたいた時代、とり
わけ 1991 年から 2015 年までのじつに 24 年という長期にわ

たって JPS の副会長として、その人柄からにじみ出る信頼に
よって、実質的な協会運営の中軸を担っていただいたわけで
あった。その間に、「日本現代写真史展」（1975 年）、『日本現
代写真史 1945 ～ 95』（2000 年）の編集総括をはじめとして、
さらに広範囲に、わが国写真文化の位置づけに多大なる貢
献をされた。同時に、日芸写真学科卒業同級生 6 人の集まり
「六の会」の中心メンバーとして、JPS 並びに写真界全般を
長きにわたって牽引していただいたことに、心より感謝を申し
上げますとともにご冥福をお祈りいたします。

熊切さんを偲んで� 野町 和嘉



清水 公代　正会員

野沢 敬次　正会員

2020 年 10 月 5日、多臓器不全のた
め逝去。87歳。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げま
す。（2002 年入会）

2020 年 10月 30日、心筋梗塞のため
逝去。61歳。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げま
す。（2011 年入会）
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Information

編集後記
◎創立 70 周年記念事業「日本の現代写真 1985-2015」
展が３月 20 日にオープンします。今号の Focus では
開幕直前の写真展の内容を直近 30 年の現代史年表
と共にダイジェストで構成しました。新型コロナに
よる緊急事態宣言下で来場者への影響も予想されま
すが、会場での鑑賞の参考になれば幸いです。�（田沼）

◎新型コロナの影響は、協会活動の自粛を余儀なく
され、広報活動が主体となる会報編集においても
様々な変更が必要となった。協会の活動は YouTube
動画や JPS ホームページを活用した情報発信が進ん
でいる。会報の役割も変化し、JPS からの情報発信全
般に変革が必要な時期がきているようだ。� （小池）

◎コロナ禍の中でも時々写真展に足を運ぶが、来場
者はまばらだ。関わりのある写真学校の卒業写真展
は中止になり、代わってウェブサイトで写真を発表
することになった。歴史上ウイルスによって人類は
社会的仕組みを変えさせられてきたというが、変る
なら写真の世界もポジティブ思考でいい方向に変り
たいものだ。� （飯塚）

◎カメラボディを新規で導入しました。これまで使
っていたメーカーとは違うもので、操作系の違いに
大いなるハードルがあり、克服が快感です。すると、

パソコンが壊れました。新規で導入せざるを得ず、操
作系の違いがハードルで快感です。さあ、次は何が壊
れる番なのだろう？�  （池口）

◎昨年で後厄も終えて気持ちも新たに機材やノート
PC を新しく新調した。特にカメラを追加して撮影範
囲を広げることも考慮しながら機種選びをした。ま
ずは自分の身体の一部として使いこなせるように触
りまくっている。緊急事態宣言で外出もままならな
い状況でも楽しく手になじませていこう。� （川上）

◎コロナ延期となっていた日本建築写真家協会「銀
座ジャック 再び！」写真展開催がようやく 11 月に決
定した。今年は隔年の「協会展」も 6 月にあり、コロナ
禍ではあるが協会としては忙しい年である。協会事
務局の変更を乗越え、コロナ終息と 2 つの写真展の
無事開催を望みたい。�  （小野）

◎ J リーグに加え今季から B リーグクラブのオフィ
シャルフォトも務めることになり、両者が定める感
染防止対策を守るために四苦八苦しています。96 歳
になる父介護のため、高齢者との同居と感染防止の
両立という新たな難題もあり、ワクチン接種は始ま
ったものの落ち着かない日々が続きそうです。
� （小城）

◎海外に出掛けることがなかった 1 年間。ここ数年
なかったことだが、取材して原稿を送るというリモ

ート的な生活スタイルはあまり変わっていない。問
題があると言えば、利用頻度の減ったクレジットカ
ードと海外用携帯をどうするかだ。次に海外に行け
るのはいつになるのだろう。�  （柴田）

◎東日本大震災から 10 年めの昨年末、10 回めの被災
地定点的撮影に行った。被災地の町並みは復興に向
かっている。だが、忘れてならないのは福島原発の現
状。国道６号線の原発近くをとおると、時間が止まっ
ている。原発問題が解決しない限り、真の解決にはほ
ど遠い。1 年に１度の身の引き締まる撮影は、もうし
ばらく続く。� （伏見）

◎写真と通信は欠かせないものだが、ここに来て携
帯料金が急落。なかには月々 0 円も。独立したての 30
年前は、平均 3 万円ほど払っていたのがウソのよう。
合わせるように昨年以降、リモート化も一気に加速。
モニター越しに指示を受け、撮影から納品も現実に。
時代は流れてますね。� （桃井）

◎リアルタイム音声 SNS ともいうべき Clubhouse
をはじめた。あるテーマに基づいて複数の人と電話
で会話しているようで、見ず知らずの人とどんどん
仲良くなっていく。まさに家にいながらネットワー
クが広がっていく感覚が味わえる。コロナウィルス
による自粛生活もだんだんと板についてきたよう
だ。� （山縣）
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2020 年 8月 16日、逝去。80歳。
　謹んでご冥福をお祈り申し上げま
す。（1969 年入会）

経過報告（2020年7月～2021年1月）
◎ 7 月 31 日　2020（令和 2）年度第 21 回定時会員総会　PM2:00 ～ 4:00
JCII 会議室　本人出席者 26 名、代理委任 0 名、議決権行使書 876 名、計 902 名、
監事 2 名
◯決議事項：第 1 号議案：2019 年度事業報告及び決算承認の件
報告事項：1.「2020 年度事業計画書」の件、2.「2020 年度予算書」の件、
3. 第 46 回「日本写真家協会賞」の件、
4. 会費滞納による正会員資格の喪失の件、5. その他
◎ 8 月 28 日～ 9 月 3 日　2020 年新入会員展（大阪）
富士フイルムフォトサロン大阪　出品者 33 名、作品数 66 点、入場者数 2,913 名
◯「私の仕事」
◎ 9 月 18 日～国際交流委員会企画「表現者たち」Vol.1　JPS ホームページ
◯「黒人差別撤廃への序章　伝播する叫び」ロバート・ゲルハート
◎ 10 月 2 日　日本写真保存センター 2020 年度第 1 回諮問委員会議
AM10:30 ～ 11:30　JCII 会議室　16 名	
◎ 10 月 2 日　日本写真保存センター 2020 年度第 1 回支援組織会議
AM11:45 ～ 12:30　JCII 会議室　支援組織会員 7 社 9 名、JPS9 名	
◎ 11 月 21 日～ 2020 JPS フォトフォーラム オンライン（第 14 回）　JPSYouTube
◯「人と向き合う。」榎並悦子、白鳥真太郎、渡辺達生
◎ �11 月 28 日　おやこ写真教室　10:30 ～ 16:30　銀一スタジオショップ 

イベントスペース　参加者 3 組 6 名
◎ 12 月 7 日　第 48 回公益社団法人日本写真家協会理事会　PM4:00 ～ 5:00
JCII 会議室	 18 名、欠席 2 名、監事 2 名、欠席監事 1 名	
◯第 1 号議案：公益事業「公 1 ～ 6」を統廃合して「公 1 と公 2」に再編する件

第 2 号議案：定款の変更「常務理事の人数を現状の 5 ～ 6 人から 2 ～ 6 人とする」件
第 3 号議案：定款の変更「理事会の書面評決のため『決議の省略』条項追加」の件
第 4 号議案：事務局員用「テレワーク就業規則」承認の件、他

◎ 12 月 18 日～国際交流委員会企画「表現者たち」Vol.2　JPS ホームページ
◯「写真を通して日中文化交流を」烏里烏沙
◎ 1 月 27 日～国際交流委員会企画「表現者たち」Vol.3　JPS ホームページ
◯「聖なる土地の光を追って　写真家　井津建郎氏」　

木村 晃造　正会員



協会に寄贈された会員の出版
物を到着順に掲載致します。

（2020・7 月〜 2021・2 月）
①発行所　②発行年月
③サイズ（タテ×ヨコ）、頁数
④定価 ⑤寄贈者
⑥電子書籍ストア

櫻井寛さんの
全国私鉄路線と車両大図鑑

櫻井　寛

天下の奇祭
蓮野日出男

サンゴと生きる
中村征夫

①世界文化社 ② 2020 年 8 月
③ 25.7 × 18.2㎝、352 頁
④ 3,200 円 ⑤発行所

①蓮野日出男 ② 2020 年 7 月 
③ 18 × 18㎝、50 頁 ④－円 
⑤蓮野氏

①大空出版 ② 2020 年 5 月 
③ 19 × 19 ㎝、44 頁 ④ 1,200 円 
⑤中村氏

SOUL OF ANIMALS
前川貴行

グルメ列車の旅
池口英司

山海里・響
落井俊一

鹿島槍五竜岳 天と地の間
菊池哲男

①日本写真企画 ② 2020 年 7 月
③ 21 × 14.8㎝、304 頁
④ 2,500 円 ⑤前川氏

①イカロス出版 ② 2020 年 7 月 
③ 21 × 14.8㎝、160 頁 ④ 1,760 円 
⑤池口氏

①風景写真出版 ② 2020 年 8 月 
③ 22 × 21 ㎝、80 頁 ④ 2,000 円 
⑤発行所

①山と溪谷社 ② 2020 年 3 月 
③ 27.7 × 21㎝、80 頁 ④ 2,800 円 
⑤菊池氏

1960 ～ 80 年代
京成電鉄の記録

諸河　久

写真家の心 詩人の眼
小松健一

トウキョウカラス
清水哲朗

万葉大和路
入江泰吉

①フォト・パブリッシング
② 2020 年 8 月 ③ 25.7 × 18.3㎝、
128 頁 ④ 1,800 円 ⑤発行所

①本の泉社 ② 2020 年 8 月 
③ 21.6 × 15.2㎝、280 頁 
④ 2,500 円 ⑤発行所

① JCII フォトサロン 
② 2020 年 9 月 ③ 24 × 25㎝、31 頁 
④ 1,000 円 ⑤発行所

①光村推古書院 ② 2020 年 9 月 
③ 16.3 × 12.2㎝、288 頁 
④ 2,800 円 ⑤発行所

ＪＰＳ
ブック
レビュー
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ゼロの球磨 人吉
長野良市、長野梢人

SL ×信州
吉村和敏

シャオハイの満洲
江成常夫

1989 年ニューヨーク
「その瞬間を今」

高尾啓介
①九州学び舎 ② 2020 年 9 月 
③ 29.7 × 21 ㎝、37 頁 ④ 500 円 
⑤長野氏

①フォトセレクトブックス 
② 2020 年 10 月 ③ 22 × 28.3㎝、
71 頁 ④ 3,900 円 ⑤吉村氏

①論創社 ② 2021 年 1 月 
③ 18.8 × 12.8㎝、355 頁 
④ 2,400 円 ⑤江成氏

①オフィスタカオ ② 2020 年 9 月 
③ 21 × 21㎝、26 頁 ④ 900 円 
⑤高尾氏

ファインダーの向こう側
渡部佳則

新版 アフガニスタン
勇気と笑顔
内堀タケシ

モンローの皺
ある城下町の行方

英　伸三

1989 年濃淡で描く西海岸
高尾啓介

①新潟日報事業社 ② 2020 年 7 月 
③ 23 × 17.8㎝、165 頁 
④ 1,800 円 ⑤渡部氏

①国土社 ② 2020 年 11 月 
③ 22.6 × 21.6㎝、44 頁 
④ 2,000 円 ⑤内堀氏

①現代写真研究所出版局 
② 2020 年 11 月 ③ 24 × 18.5㎝、
144 頁 ④ 2,500 円 ⑤英氏

①オフィスタカオ ② 2020 年 9 月 
③ 21 × 21㎝、28 頁 ④ 900 円 
⑤高尾氏

神々への美宝
山村善太郎

鉄路と郷愁
薗部　澄

1996 マレー鉄道の旅
「懐かしき家族の風景」

高尾啓介

雨･露･雪
野の花

八木祥光

①求龍堂 ② 2020 年 11 月 
③ 21 × 14㎝、144 頁 ④ 1,818 円 
⑤山村氏

① JCII フォトサロン 
② 2020 年 12 月 ③ 24 × 25 ㎝、
31 頁 ④ 1,000 円 ⑤発行所

①オフィスタカオ ② 2020 年 9 月 
③ 21 × 21㎝、28 頁 ④ 900 円 
⑤高尾氏

①やるき出版 ② 2020 年 10 月 
③ 21 × 14.8㎝、104 頁 ④ 2,000 円 
⑤八木氏
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双葉社様� 監修 ･ 櫻井寛､ 作画 ･ はやせ淳・新 ･ 駅弁ひとり旅 2
JCII フォトサロン様� 内田耕作・山の造形

� ゼラチンシルバーセッション参加作家による　ファインプリント展
山田健太様� 愚かな風
ぶどうぱん社様� 中村 咲・いのちの巡礼、橋都とみ子・家族 紐帯
板見浩史様� 岡井耀毅・中国革命と写真 黎明期から文革まで
藤田篤男様� 望郷 FUKUSHIMA 2011-2020
金指栄一様� 黄金あかり
川村登久子様� 感動の旅から
青木　弘様� 樹平線 juheisen ～中央アフリカのいま、子どもたちの未来～
中西篤行様� 伊勢 一榮一落是春秋

『東京好奇心 2020 渋谷』実行委員会様� 東京好奇心 2020 渋谷
JAGDA 様� JAGDA 国際学生ポスターアワード 2020
クレヴィス様� 星野道夫・［新版］悠久の時を旅する

� 監修 ･ 西寺郷太・ＭＪ－ステージ ･ オブ ･ マイケル ･ ジャクソン

交通新聞社様� 土屋武之・旅は途中下車から
� 栗原 景・アニメと鉄道ビジネス
� 和田 洋・こんなものまで運んだ！日本の鉄道
� 鈴木文彦・西鉄バスのチャレンジ戦略

｢反核 ･ 写真運動｣ 事務局様� FLASH OF LIGHT WALL OF FIRE
東京写真記者協会様� 第 61 回 2020 年報道写真展 記念写真集
東京都写真美術館様� TOP コレクション 琉球弧の写真、エキソニモ

� あしたのひかり 日本の新進作家 vol.17、石元泰博 生誕 100 年
日本カメラ社様� 瀬戸正人・記憶の地図、瀬戸正人・深瀬昌久伝

� 編集 ･ 圓谷真唯､ 村上仁一・これからはじめる写真フィルム
� 加藤洋一・東濃物語

日本写真協会様� 「東京写真月間 2020」図録
日本写真作家協会様� 2020-2021「JPA 作品集」
風景写真出版様� 國政 寛・花色の息吹

寄　贈　図　書

世界中で愛される
美しすぎる猫図鑑

写真・福田豊文、監修・今泉忠明

秘色
金子美智子

185 系特急電車の記録
諸河　久、北沢剛司

東京丨美人景
熊切大輔

①大和書房 ② 2020 年 7 月 
③ 15 × 10.6㎝、255 頁 ④ 900 円 
⑤福田氏

①日本写真企画 ② 2020 年 7 月 
③ 18.2 × 28㎝、78 頁 ④ 2,500 円 
⑤金子氏

①フォト・パブリッシング 
② 2021 年 2 月 ③ 25.7 × 18.2㎝、
128 頁 ④ 1,800 円 ⑤発行所

①日本カメラ社 ② 2021 年 1 月 
③ 18.2 × 18.2㎝、112 頁 
④ 2,000 円 ⑤熊切氏

サハラ
野町和嘉

国鉄 上野駅 24 時間記
荒川好夫

日本の美しい町並
森田敏隆

愛しい
JPS 会員 19 名

① JCII フォトサロン 
② 2021 年 1 月 ③ 24×25㎝、31 頁
④ 1,000 円 ⑤発行所

①グラフィック社 ② 2020 年 12 月 
③ 28 × 21㎝、192 頁 
④ 3,200 円 ⑤荒川氏

①光村推古書院 ② 2021 年 2 月 
③ 24.8 × 17㎝、144 頁 
④ 2,600 円 ⑤発行所

①（公社）日本写真家協会企画委員会
② 2021 年 2 月 ③ 29.7 × 21 ㎝、
44 頁 ④ 1,000 円 ⑤発行所
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の
が
でも

ご利用いただけるようになりました。
石井スポーツ /アートスポーツで
ご購入いただいた商品も



街角───八田公子
FUJIFILM X-T2  XF18-55mm F2.8-4 R LM OIS



- Gallery

出雲大社　本殿・拝殿から神楽殿───吉澤士郎
FUJIFILM X-T2  XF16-55mm F2.8R LM WR



momentum.Orii ───中西　学
FUJIFILM X-T4  XF50mm F1.0 R WR
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